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自面隊の海外派兵を食い止め、大唱軍能を！

米軍基地を撒去しよう！
反核運動を継続し、核廃絶を！

憲法9条を世界に！

市民による平和政策を提起しよう！

草の根の国際共同作業を進めよう！

沢田横須賀市長の

「周辺事態法は必要」

答弁の撤回を求める

一 意見広告を
みんなの

●昨年11月25日の横須賀市議会本会議で，沢田

市長は「周辺事態法は必要」と答弁しました。国会

での趣旨説明も行われず、自治体への説明も一切

なく、多くの自治体から危惧の念」が表明されてい

る同法案を「必要だというのは、あまりにも軽率です：

横須賀市へは全国30の自治体からざ答弁の真意を

聞きたい」と、問い合わせがありました沢田発言の

衝撃の大きさがここにもあらわれています。

●国会では「周辺事態法案」の審議が始まろうとし

ています。法案反対の世論作りの一環として、沢田

市長の答弁撤回を求める意見広告を朝日新聞へ

掲載する取り組み杞呼びかけまずぜびご協力下さい。

基地県神奈川から、―周辺事態法』反対の大きな声

を作り出しましょう，

らで！

“ 個人1口 1000円
団体1ロ・3000円

掲載は「朝日新聞j湘南版 •5段抜き

3月下旬掲載予定です。

広告掲載費だけでも102万円必要です。

皆様のご協力をお願いします。

＼
、
＼
ー

1
/
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沢田横須賀市長の―周辺事態法は必要」答弁の撤回を求める意見広告の会

代表●服部学・鈴木保•山中悦子
事務局●すべての基地にfNOをウァイト神奈川
連絡先●非核市民宜言運動・ヨコスカ 横須賀市本町3-14山本ビル2F TELIFAXO鉛 8250l57

函館から●非核平和市民条例を作ろう！

沖縄から●稲嶺県政発足と基地問題の新局面

北朝鮮●食糧危機問題と市民の視点 98年の原潜●存在そのものが問われる時代

脱軍備ネットワーク！ ●維持会員（月額） ●参加会員（月額）

：個人 l口1000円 個人 1口 500円
i団体 l口2000円 団体 l口1000円

l （会費は本紙購読料を含みます）

●通信会員（年額）

3000円



属年民間港への米艦船の入；巷実績］
掃溝艤パトリオット
2.12~28 
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ミサィ）頃逐●
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11.21~11.23 

ミサイル謳逐●
カーティス・ウイルパー
ミサイルフリゲーH量
パンデグリカ`
5.15~5.19 

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関
連
法
案
（
周
辺
事
態
法
・

自
衛
隊
法
改
正
案
．
A
C
S
A
1
1
日
米
物
品
役
務

相
互
融
通
協
定
）
を
審
議
す
る
通
常
国
会
が
始

ま
っ
た
。
新
し
く
発
足
し
た
自
民
・
自
由
連
合
政

権
は
、
な
ん
と
し
て
も
こ
の
会
期
中
に
成
立
さ
せ

る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
圧
力

も
高
ま
っ
て
い
る
。

「
周
辺
事
態
」
と
は
何
か
？
「
後
方
地
域
」
と

は
何
か
？
そ
の
後
方
地
域
で
日
本
が
行
う
「
支

援
」
の
中
味
は
何
な
の
か
？
議
論
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
曖
昧
さ
ば
か
り
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
く
（
）

「醐畔島の危機l
を周辺事態去の
ダシにしては
ならない

まとめ・ 新

「
細
か
い
こ
と
は
抜
き
に
と
に
か
く
法
案
成
立

を
」
と
い
う
新
閣
僚
の
発
言
が
あ
っ
た
e
と
に
か

く
通
し
て
お
い
て
、
あ
と
は
拡
大
解
釈
で
と
い
う

日
本
の
安
保
政
策
の
常
套
手
段
が
ま
た
繰
り
返

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

．
 

こ
の
常
套
手
段
が
「
実
を
と
る
」
た
め
に
は
、
ニ

つ
の
世
論
誘
導
が
必
要
だ
。

ひ
と
つ
は
、
「
周
辺
事
態
」
の
具
体
的
イ
メ
ー

ジ
、
危
機
感
を
人
々
の
間
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と

だ
。
核
兵
器
に
関
す
る
査
察
問
題
を
と
り
あ
げ
た

「
朝
鮮
半
島
二
月
・
三
月
危
機
説
」
が
そ
の
最
た
る

も
の
で
は
な
い
か
。
「
何
を
す
る
か
わ
か
ら
な
い

不
気
味
な
国
、
北
朝
鮮
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、
日

本
社
会
に
根
強
く
あ
る
朝
鮮
人
差
別
に
よ
っ
て

増
幅
さ
れ
て
、
「
や
は
り
、
備
え
が
必
要
だ
ろ
う

な
」
と
い
う
「
気
分
」
が
巧
妙
に
作
り
出
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
確
か
に
、
金
正
日
政
権
の
鎖
国
的

と
も
言
え
る
ほ
ど
に
閉
鎖
的
で
あ
り
、
核
査
察
問

題
を
「
外
交
カ
ー
ド
」
と
し
て
用
い
る
「
瀬
戸
際
政

策
」
は
危
険
き
わ
ま
り
な
い
も
の
だ
。
だ
が
、
北
朝

鮮
の
民
衆
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
お
か
れ
て
い

て
、
今
、
国
際
杜
会
が
か
の
国
の
人
々
の
た
め
に

何
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い

r議
論
は
、

H
本
の
政
治
家
や
マ
ス
コ
ミ
の
間
で

は
、
意
図
的
に
避
け
ら
れ
て
い
る
（
本
号
の
李
修

ニ
さ
ん
に
よ
る
「
食
糧
危
機
」
に
関
す
る
論
考
参

．
 

「
と
に
か
く
法
案
成
立
」
を
も
く
ろ
む
人
々
が

求
め
る
二
つ
目
の
こ
と
、
そ
れ
は
、
「
い
ざ
と
な
っ

た
ら
協
力
す
る
の
は
当
然
」
と
い
う
社
会
的
雰
囲

気
が
日
本
国
内
に
作
り
出
さ
れ
る
こ
と
だ
。
そ
の

意
味
で
昨
年
十
一
月
二
五
日
の
横
須
賀
市
議
会

で
の
沢
田
市
長
の
答
弁
は
、
願
っ
て
も
な
い
「
応

援
歌
」
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
市
長
は
「
周
辺
事
態

法
は
必
要
」
と
し
た
上
で
、
周
辺
事
態
法
第
九
条

が
い
う
「
地
方
公
共
団
体
の
協
力
」
に
つ
い
て
「
制

裁
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
協
力
し
な
く
て
い
い

わ
け
で
は
な
い
」
と
言
っ
た
e
「
協
力
し
な
い
」
こ

と
が
悪
い
こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
な
雰
囲
気
作

り
を
こ
の
発
言
が
助
長
す
る
こ
と
は
あ
き
ら
か

だ
ろ
う
。

．
 

「
周
辺
事
態
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
」
で

は
な
く
て
、
そ
の
よ
う
な
「
事
態
」
を
避
け
る
た
め

に
、
今
日
本
が
何
を
す
る
べ
き
な
の
か
、
と
い
う

こ
と
こ
そ
が
問
わ
れ
て
い
る
。
「
そ
れ
は
そ
う
だ
。

だ
が
万
が
一
の
備
え
も
必
要
だ
」
と
推
進
論
者
は

言
う
だ
ろ
う
。
百
歩
ゆ
ず
っ
て
そ
う
だ
と
し
て
も

こ
こ
で
は
「
順
序
」
が
決
定
的
に
意
味
を
持
つ
e
な

ぜ
な
ら
、
日
本
は
朝
鮮
半
島
で
の
「
そ
の
よ
う
な

事
態
」
を
避
け
る
た
め
に
、
何
も
し
て
こ
な
か
っ

た

の

だ

か

ら

。

（

田

巻

一

彦

）

周
辺
事
態
に
際
す
る
自
治
体
の
米
軍
へ
の
協

カ
の
核
心
は
、
自
治
体
の
管
理
す
る
港
湾
や
空
港

の
活
用
に
あ
る
。

九
八
年
、
民
間
港
へ
の
米
軍
艦
の
入
港
は
私
た

ち
が
知
り
得
た
だ
け
で
も
一
三
回
を
数
え
る
。
地

図
に
す
る
と
明
ら
か
だ
が
実
に
全
国
く
ま
な
く

入
港
し
て
い
る
。
金
沢
へ
は
初
め
て
、
名
古
屋
に

は
ニ
―
年
ぶ
り
、
青
森
は
十
二
年
ぶ
り
と
米
軍
の

「
陣
地
拡
大
」
も
目
立
っ
た
。

注
目
す
る
べ
き
第
一
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の

民
間
港
へ
の
入
港
が
「
友
好
親
善
・
文
化
の
理
解
」

を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
純

軍
事
的
目
的
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
岩
国

に
入
港
し
た
米
軍
事
海
上
輸
送
船
団
(
M
S
c
)

所
属
の
貨
物
船
「
ケ
ー
プ
・
イ
ン
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
」
は
、
一
度
目
の
入
港
は
民
間
船
舶
と
し
て
県

の
港
湾
条
例
の
手
続
き
に
従
っ
て
入
港
し
た
が
、

「
ノ
ー
」
と
言

xる

自
治
体
を
！

3
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二
度
目
の
人
港
時
に
は
「
軍
艦
」
と
し
て
「
日
米
地

位
協
定
第
五
条
」
に
も
と
づ
い
て
入
港
，
，
そ
の
後

岩
国
に
は
貨
物
船
「
サ
ラ
ワ
ク
」
が
や
は
り
地
位

協
定
に
も
と
づ
い
て
入
港
し
た
B
9

駆
逐
艦
「
カ
ッ

シ
ン
グ
」
の
清
水
港
入
港
も
「
物
資
の
補
給
と
乗

組
員
の
休
養
」
と
い
う
、
横
須
賀
や
佐
世
保
の
米

軍
基
地
へ
の
入
港
と
同
じ
理
由
で
の
人
港
だ
っ

た。
一
方
で
、
自
治
体
が
入
港
を
拒
否
し
た
事
例
も

あ
っ
た
佐
世
保
を
母
港
と
す
る
「
ベ
ロ
ー
ウ
ッ

ド
」
は
東
京
と
横
浜
で
入
港
を
拒
否
さ
れ
た
。
，
い

ず
れ
も
、
接
岸
施
設
等
の
物
理
的
制
約
を
理
由
と

し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
港
湾
管
理
者
で
あ
る
自
治

体
が
、
そ
の
権
限
に
お
い
て
「
拒
否
」
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
八
月
に
横
須
賀
を

母
港
に
し
た
空
母
「
キ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ク
」
も
小
樽

入
港
を
ほ
の
め
か
し
て
い
た
が
、
実
現
し
な
か
っ

た
市
長
の
「
小
樽
港
を
拠
点
と
位
置
づ
け
た
り
、

頻
繁
に
人
港
す
る
な
ら
賛
成
で
き
な
い
」
と
い
う

発
―
＿
日
が
き
い
た
3

高
知
県
は
神
戸
方
式
を
取
り
入
れ
た
港
湾
条

例
の
改
正
を
断
念
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
函
館
で

は
市
民
に
よ
る
力
強
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
始
ま
っ

て
い
る
国
と
自
治
体
の
「
綱
引
き
」
は
ま
だ
っ
づ

い
て
い
る
つ

私
た
ち
の
運
動
の
焦
点
が
こ
こ
に
あ
る
つ

「
ノ
ー
と
耳
え
ろ
自
治
体
を
！
」
（
田
巻
一
彦
）

シ
ョ
ッ
ク
と
危
機
感
を
も
ち
、
「
涵
館
平
和
ア

ク
シ
ョ
ン
紅
を
結
成
し
ブ
ル
ー
リ
ッ
ジ
函
館

入
港
に
反
対
す
る
行
動
を
行
っ
た
さ
ら
に
周

辺
事
態
法
の
動
き
が
強
ま
る
中
で
地
域
か
ら

平
和
を
つ
く
り
だ
し
日
米
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
反
対
す
る
た
め
非
核
・
平
和
函
館
市
民
条
例

づ
く
り
に
む
け
函
館
市
内
の
市
民
グ
ル
ー
プ
、

連
合
、
平
和
セ
ン
タ
ー
、
全
労
連
、
民
主
党
、
共

産
党
、
無
所
属
議
員
も
ま
き
こ
み
新
た
な
平
和

運
動
の
と
り
く
み
を
開
始
し
た
c

昨
年
八
月
、
十
月
と
非
核
市
民
宣
言
運
動
ヨ

コ
ス
カ
の
新
倉
裕
史
さ
ん
を
函
館
に
招
き
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
・
周
辺
事
態
法
と
自
治
体
の
関

係
、
い
わ
ゆ
る
非
核
神
戸
方
式
の
内
容
並
び
に

法
的
根
拠
を
あ
き
ら
か
に
す
る
学
習
会
を
行

い
、
十
二
月
に
は
富
野
暉
一
烏
取
大
学
教
授

（
元
逗
子
市
長
）
を
招
き
、
「
非
核
・
平
和
函
館
市

民
条
例
を
実
現
す
る
会
」
を
結
成
し
た
。

そ
の
後
、
実
現
す
る
会
で
様
々
な
試
行
を
さ

ぐ
る
中
で
、
神
原
勝
（
北
海
道
大
学
教
授
）
の
協

力
を
い
だ
だ
き
な
が
ら
出
来
上
が
っ
た
の
が

「
非
核
平
和
都
市
づ
く
り
条
例
（
非
核
平
和
函

館
市
民
条
例
）
」
（
案
）
で
あ
る
E
E

現
在
二
月
議
会

に
議
員
立
法
で
提
出
、
成
立
を
め
ざ
し
三
万
人

の
賛
同
署
名
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。

角
倉
邦
良

函
館
平
和
ア
ク
シ
ョ
ン

衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
秘
書

選
挙
区
の
大
票
田
で
あ
る
涵
館
市
に
こ
の
一
―
―

年
：
‘
-
米
ほ
と
ん
ど
選
挙
対
策
の
た
め
派
遣
さ
れ

て
い
る
｛
子
そ
の
関
係
も
あ
り
金
田
氏
と
深
い
友

好
関
係
に
あ
る
市
内
市
民
グ
ル
ー
プ
と
平
和

運
動
を
と
も
に
と
り
く
ん
で
い
る
こ
う
し
た

中
で
北
海
道
で
は
一
九
九
七
年
九
月
に
米
空

母
イ
ン
デ
イ
ベ
ン
デ
ン
ス
小
樽
入
稿
に
続
き
、

函
館
に
も
十
月
第
七
艦
隊
旗
艦
プ
ル
ー
リ
ッ

ジ
が
入
港
し
た
五
）
私
た
ち
市
民
有
志
は
、
イ
ン

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
小
樽
入
港
時
に
三

0
万
人

の
、
反
対
の
人
々
で
は
な
く
見
物
・
観
光
の

人
々
に
小
樽
か
埋
め
尽
く
さ
れ
た
の
に

が
、
無
限
に
活
動
範
囲
を
拡
大
し
た
日
米
安
保

の
中
で
、
有
事
の
際
に
米
軍
の
戦
闘
行
動
に
対

し
自
衛
隊
の
み
な
ら
ず
日
本
全
土
の
戦
争
協

周
辺
事
態
法
の
特
徴
は
、
ー
↓
目
衛
隊
が
日
本
力
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

の
領
土
・
領
空
・
領
海
を
越
え
て
米
軍
の
戦
闘
こ
れ
に
対
し
非
核
都
市
づ
く
り
条
例
は
、
平

の
後
方
支
援
を
行
う
、
②
空
港
、
港
湾
、
病
院
な
和
憲
法
の
理
念
、
日
本
の
国
是
で
あ
る
非
核
―
―
―

ど
自
治
体
・
民
間
に
対
し
て
い
わ
ば
戦
争
へ
の
原
則
の
自
治
体
へ
の
適
用
、
函
館
市
核
兵
器
廃

協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
た
こ
と
絶
平
和
都
市
宣
言
の
具
体
化
を
め
ざ
し
た
も

で
あ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
朝
鮮
半
島
、
台
の
で
あ
る
。
条
例
の
骨
子
は
、
①
兵
庫
県
神
戸

溢

に

対

一

湾、

／
 

5
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〇
条
例
の
ね
ら
い

月刊キャッチピース

日
米
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
締
結
に
と
も
な
い

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め

に
政
府
は
今
通
常
国
会
で
「
周
辺
事
態
法
」
の

成
立
を
も
く
ろ
ん
で
い
る
こ
う
し
た
動
き
に

抗
し
て
北
海
道
・
函
館
市
で
進
め
ら
れ
て
い
る

非
核
・
平
和
函
館
市
民
条
例
制
定
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
報
告
す
る

l

私
は
、
現
在
衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
（
民
主

党
所
属
）
の
秘
書
を
し
て
い
る
関
係
で
議
員
の

月刊キャッチピース No.69 

0
は
じ
め
に

1999.1.20 

「神戸方式」条例化めざして

非
核
曇
平
和
市
民
条
例
を

あ
な
た
の
町
で
も
作
ろ
う
！

周
辺
事
態
法
に
反
対
し

1988年6月18日第三種郵便物認可（通誉147号）

函
館
は
燃
え
て
い
る

4
 



（
平
和
行
政
の
推
進
）

第
一
一
一
条
市
は
、
市
が
保
有
し
、
管
理
す
る
す
べ
て

（
附
則
）

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

非
核． 

市
で
実
施
さ
れ
て
い
る
非
核
神
戸
方
式
を
条

例
化
し
、
外
国
軍
艦
函
館
入
港
時
に
非
核
証
明

書
の
提
出
を
義
務
づ
け
、
提
出
な
き
場
合
に
は

入
港
不
許
可
と
す
る
。
②
市
が
管
理
し
保
有
す

る
施
設
や
用
地
の
使
用
を
平
和
目
的
の
み
と

し
市
職
員
の
業
務
も
目
的
外
使
用
i
i
戦
争
協

力
を
さ
せ
な
い
、
と
し
て
い
る
。
）

①
の
非
核
神
戸
方
式
に
つ
い
て
の
有
効
性

は
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
と
思
う
が
、
も
し

①
の
証
明
書
が
提
出
さ
れ
突
破
さ
れ
た
と
し

て
も
、
②
で
入
港
が
友
好
・
親
善
が
目
的
で
な

く
戦
闘
行
動
が
想
定
さ
れ
れ
ば
平
和
目
的
外

使
用
に
あ
た
る
た
め
再
び
入
港
を
拒
否
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
c
市
職
員
に
つ
い
て

も
、
イ
ン
デ
ィ
ヘ
ン
デ
ン
ス
人
港
時
に
明
ら
か

に
な
っ
た
よ
う
に
大
量
の
水
道
水
補
給
、
ゴ
ミ

の
排
出
な
ど
自
治
体
や
自
治
体
職
員
の
協
力

な
し
に
入
港
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
も

ま
た
条
例
に
よ
り
事
実
上
市
職
員
の
戦
争
非

協
力
を
も
り
こ
ん
で
い
る
（
＇
）

〇
地
方
政
府
Vs中
央
政
府

さ
て
、
外
務
省
は
橋
本
大
二
郎
高
知
県
知
事

が
提
唱
し
て
い
る
高
知
県
版
「
非
核
条
例
」
に

対
し
「
外
国
軍
艦
の
寄
港
を
認
め
る
か
否
か
は

• • • • • 
．
 

• 
．
 

• 
•
（
前
文
）
省
略

• • 
•
（
目
的
）

• 
•
第
一
条
こ
の
条
例
は
、
函
館
市
の
平
和
が
世
界

• 
•
の
平
和
と
と
と
も
に
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
平

．
 

•
和
を
創
造
す
る
市
と
市
民
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ

• 
・
て
、
函
館
市
を
平
和
で
安
全
な
生
活
都
市
、
国
際
都

• 
•
市
に
発
展
さ
せ
る
ご
と
を
目
的
と
す
る
。

．
 

•
①
前
項
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
市
は
市

• 
•
民
と
と
も
に
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
と
国
の

．
 

[
非
核
三
原
則
並
び
に
地
方
自
治
の
本
旨
に
則
り
、

~
積
極
的
に
平
和
行
政
を
推
進
す
る
。

• • 
~
（
非
核
行
政
の
推
進
）

•
第
一
一
条
市
は
、
市
内
の
す
べ
て
の
地
域
に
お
い

• 
~
て
、
核
兵
器
の
製
造
、
配
備
、
貯
蔵
、
搬
入
、
通
過
及

~
び
使
用
を
認
め
な
い
。

~
②
市
は
、
函
館
港
に
入
港
、
接
岸
す
る
す
べ
て
の

~
外
国
艦
艇
に
対
し
、
核
兵
器
積
載
の
有
無
を
質
し
、

5

核
兵
器
不
積
載
の
証
明
書
の
提
出
を
求
め
る
。

●
非
核
証
明
書
の
提
示
の
な
い
艦
艇
の
函
館
港
へ

5

の
接
岸
及
び
港
湾
施
設
の
使
用
は
認
め
な
い
。

．
 

• • • 
．
 

• • 

外
交
関
係
の
処
理
に
あ
た
る
国
の
事
務
で
あ

り
、
（
条
例
化
は
）
港
湾
管
理
者
（
自
治
体
首
長
）

の
権
能
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
も
の
て
地
方
公

共
団
体
の
事
務
と
し
て
は
討
さ
が
な
こ
、
港

湾
管
理
者
で
あ
る
地
方
自
治
体
の
権
限
は
、

「
港
湾
の
適
正
な
管
理
お
よ
び
運
営
を
図
る
観

点
の
も
の
に
と
ど
ま
る
」
、
自
冶
休
か
行
う
危

険
物
の
取
り
扱
い
に
か
ん
す
る
既
成
や
港
湾

施
設
の
使
用
規
制
レ
｝
外
国
軍
艦
の
寄
港
に
関

す
る
国
の
決
定
と
は
「
別
個
の
問
題
だ
」
と
強

調
し
て
い
る
（
一
月
六
旦
，
高
知
新
面
一
よ
り
Q

「
」
は
外
務
省
の
文
章
の
引
用
）
玉
、
｝
要
す
る
．
，
盆
地

方
政
府
は
中
央
政
府
に
従
え
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
「
逸
脱
」
「
許
さ
れ
な
い
」
と
か
吾
つ
て

い
る
が
外
務
省
は
、
「
憲
法
違
反
」
「
法
律
違
叉
一

と
は
言
っ
て
い
な
い
、
い
や
言
え
な
い
の
だ
。

な
ぜ
か
。
＞
「
自
治
体
の
行
政
権
」
が
憲
法
上
保

障
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
国
会
答
弁
で
も
確
認

さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
六
年
十
二
月
衆
議
院
予

算
委
員
会
で
菅
直
人
民
主
党
代
表
の
質
問
に

対
す
る
大
森
内
閣
法
制
局
長
官
の
「
憲
法
第
十

五
条
の
い
う
国
の
行
政
権
に
自
治
体
の
行
政

権
は
属
さ
な
い
」
と
の
答
弁
で
も
明
ら
か
な
よ

う
に
中
央
政
府
で
あ
る
国
は
地
方
政
府
で
あ

る
自
治
体
の
行
政
権
に
手
出
し
が
で
き
な
い

の
で
あ
る
。
港
湾
管
理
者
は
自
治
体
で
あ
る
と

平
和
函
館
市
民
条
例
（
案
）

の
施
設
、
用
地
を
平
和
目
的
の
た
め
に
使
用
す
る

も
の
と
し
、
ま
た
市
職
員
が
行
う
業
務
に
関
し
て

も
同
様
と
す
る
。

②
市
は
、
平
和
行
政
を
執
行
す
る
た
め
、
市
民
と

と
も
に
次
の
事
業
を
推
進
す
る
。

―
市
は
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
、
非
核
三
原

則
、
地
方
自
治
の
普
及
に
努
め
る
。

二
市
は
、
核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
に

向
け
て
、
国
内
及
び
外
国
の
都
市
等
と
の
交
流
、
連

携
を
深
め
る
。

―
―
―
市
は
、
教
育
基
本
法
の
理
念
に
基
づ
き
、
学
校

教
育
及
び
社
会
教
育
に
お
い
て
、
平
和
教
育
に
積

極
的
に
取
り
組
む
。

四
市
は
、
講
演
会
、
演
奏
会
、
展
示
会
等
、
核
兵
器

廃
絶
と
平
和
に
関
す
る
事
業
を
行
う
。

五
市
は
、
核
兵
器
廃
絶
と
平
和
に
関
す
る
情
報
、

資
料
の
収
集
、
保
管
及
び
提
供
に
努
め
る
。

六
市
は
、
市
民
の
自
主
的
な
非
核
及
び
平
和
に

関
す
る
事
業
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。

七
市
は
、
こ
の
他
、
こ
の
条
例
の
趣
旨
に
も
と
づ

い
て
、
必
要
な
事
業
を
行
う
。

条
例
制
定
の
展
望
だ
が
、
二
月
定
例
議
会
に

で
夫
現
す
る
会
」
の
条
例
（
案
）
骨
子
を
超
党
派

の
議
員
立
法
で
提
出
予
定
で
あ
る
C

市
議
会
の

定
数
は
四
（
）
だ
が
一
人
死
去
で
三
九
。
う
ち
民

主
統
系
一
（
，
＇
）
、
共
産
党
三
、
無
所
属
二
が
賛
成

の
方
向
、
態
度
保
留
の
公
明
五
が
賛
成
に
ま
わ

れ
ば
条
例
は
成
立
で
あ
る
ペ
ム
明
は
国
会
レ
ベ

ル
で
周
辺
事
態
法
へ
の
賛
否
を
明
ら
か
に
し

て
い
な
い
。
「
平
和
」
を
看
板
に
し
て
い
る
公
明

と
し
て
は
、
四
月
の
市
議
選
を
前
に
条
例
に
反

対
し
ず
ら
い
状
況
で
あ
る
私
た
ち
の
運
動
で

世
論
を
も
り
上
げ
れ
ば
、
条
例
実
現
は
十
分
可

能
で
あ
る
。●

署
名
は
ニ
ヵ
月
余
り
の
間
に
二
万

七
千
筆
が
集
ま
り
、
二
月
三
日
、
第

一
次
分
と
し
て
函
館
市
議
会
の
石
井

満
議
長
に
提
出
し
た
と
の
こ
と
で

す

。

（

編

集

部

）

• 
~
市
民
が
条
例
案
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
受
け
た

~
自
治
体
議
員
が
議
員
立
法
で
条
例
を
議
会
に

~
提
案
、
市
民
が
運
動
で
世
論
形
成
を
は
か
り
成

．
 

•
立
を
ね
ら
う
。
市
民
が
政
策
能
力
を
身
に
つ
け

．
 

•
地
域
課
題
に
対
応
す
る
条
例
を
作
る
真
の
地

．
 

~
方
分
権
の
時
代
が
そ
こ
ま
で
き
て
い
る
。
私
た

•
ち
は
、
た
ん
に
政
党
に
責
任
転
嫁
や
依
存
を
す

• 
．
 

•
る
の
で
は
な
く
、
今
こ
そ
市
民
に
よ
る
政
治
を

．
 

~
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
全

~
国
で
平
和
運
動
に
と
り
く
ん
で
い
る
み
な
さ

~
ん
の
モ
デ
ル
に
な
り
う
る
運
動
と
自
負
し
て

．
 

•
い
る
。．
 

p
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
自
治
体
で
も
非
核
条
例
運

~
動
に
と
り
く
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
周
辺
事
態

~
法
を
地
域
か
ら
無
力
に
さ
せ
る
た
め
に
。
）
◆
◆

• 
．
 

• • 
．
 
．
 

• • • • • 
．
 

• • 
．
 
．
 

• 
．
 
．
 
．
 

• • • 
．
 

゜
〇
条
例
成
立
の
展
望

港
湾
法
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
国
が
「
非
核
条

例
」
を
「
憲
法
違
反
」
「
法
律
違
反
」
と
言
え
な
い

の
は
翌
然
な
の
で
あ
る
。

外
交
は
国
の
専
権
事
項
で
あ
る
と
い
う
三
ぞ
そ

う
で
あ
る
な
ら
ば
、
国
会
で
決
議
さ
れ
た
国
是

で
あ
る
非
核
三
原
則
を
条
例
化
し
ダ
ブ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
は
、
国
の
方
針
と
も
合

致
し
て
い
る
で
は
な
い
か
非
核
条
例
を
否
定

す
る
国
の
板
拠
は
二
重
の
意
味
で
き
わ
め
て

ご
枇
合
主
義
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

7
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一
（
改
題
と
コ
メ
ン
ト
）

一
人
道
援
助
の
継
続
こ

＿
そ
平
和
へ
の
道
筋

北
朝
鮮
の
食
糧
難
問
題
は
、
洪
水
や
干
ば
つ
な

ど
の
自
然
災
害
が
原
因
だ
と
報
じ
ら
れ
て
き
た
。

け
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
デ
ー
タ
が
公
表
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
北
朝
鮮
農
業
の
実
情
が
海
外

の
研
究
者
ら
に
よ
っ
て
多
少
と
も
明
ら
か
に
さ

も
、
一
部
の
越
境
難
民
か
ら
の
聞
き
取
り
の
み
に

も
と
づ
い
た
も
の
だ
。

．
 

そ
う
し
た
中
で
、
昨
年
九
月
か
ら
十
月
に
か
け

て
国
連
機
関
な
ど
が
合
同
し
て
、
よ
う
や
く
北
朝

鮮
政
府
の
認
可
を
得
て
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と

し
た
は
じ
め
て
の
全
国
的
で
客
観
的
な
実
態
調

査
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
、
十
一
月
に
入
っ
て
そ

の
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
、
ま
も
な
く
欧
米
諸
国

を
中
心
に
世
界
中
で
そ
の
内
容
が
マ
ス
コ
ミ
の

話
題
に
の
ぼ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
一
文
を
寄
せ

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
記
事
も
、
そ
う

し
た
報
道
の
う
ち
の
最
も
詳
細
な
も
の
の
一
っ

だ
っ
た
。

．
 

こ
う
し
て
今
や
、
北
朝
鮮
の
食
糧
難
の
実
態
が

か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
食
糧

難
問
題
が
浮
上
し
て
か
ら
は
じ
め
て
の
こ
と
な

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
調
査
結
果
の
全
体
か

ら
言
え
る
こ
と
は
、
食
糧
援
助
が
軍
部
な
ど
に
横

領
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
て
、
北
朝
鮮
社
会

で
進
行
し
て
い
る
飢
饉
の
規
模
と
深
刻
さ
と
に

対
し
て
、
国
際
社
会
か
ら
の
援
助
の
絶
対
贔
が
そ

も
そ
も
不
足
し
て
い
た
し
、
ま
た
医
療
援
助
な
ど

も
含
め
て
人
道
支
援
が
後
手
後
手
に
回
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
つ

朝鮮半島に

平和を＇
霞霜霜

----------

「
北
朝
鮮
の
子
ど
も
た
ち
の

世
代
は
す
で
に
一
生
の
傷

を

負

っ

て

い

る

」

（

国

際

赤

十

字

連

盟

総

裁

）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
が
伝
え
る

食

糧

危

機

の

実

態

訳
と
解
題
・
コ
メ
ン
ト
●

李
修
二
（
大
学
教
員
・
名
古
屋
市
在
住
）

れ
て
く
る
に
つ
れ
、
食
糧
難
の
急
激
な
悪
化
を
引

き
起
こ
し
た
の
は
自
然
災
害
だ
っ
た
と
し
て
も
、

北
朝
鮮
農
業
の
疲
弊
は
、
ソ
連
崩
壊
に
よ
り
必
要

な
物
資
や
燃
料
な
ど
が
十
分
調
達
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
、
と
い
う
北
朝
鮮
経
済
の
全
般
的
な

不
調
に
根
本
原
因
が
あ
る
こ
と
が
だ
ん
だ
ん
判

明
し
た
き
た
こ
う
し
た
北
朝
鮮
農
業
の
直
面

す
る
問
題
に
対
し
て
、
世
界
食
糧
計
画
や
国
連
開

発
計
画
な
ど
の
国
連
専
門
機
関
は
、
国
際
的
な
人

道
援
助
の
取
り
ま
と
め
役
と
し
て
北
朝
鮮
の
食

糧
難
を
克
服
さ
せ
る
当
面
の
食
糧
援
助
と
共
に
、

北
朝
鮮
農
業
の
復
興
へ
の
支
援
も
世
界
各
国
に

と
こ
ろ
が
日
本
で
は
、
「
テ
ポ
ド
ン
騒
動
」
の
陰

で
、
こ
の
は
じ
め
て
の
科
学
的
な
実
態
調
査
に
つ

い
て
ほ
と
ん
ど
の
マ
ス
コ
ミ
機
関
が
詳
し
い
報

道
を
し
て
い
な
い
。
マ
ス
コ
ミ
の
関
心
は
も
っ
ぱ

ら
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
の
脅
威
を
煽
る
も
の
ば

か
り
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
す
ぐ
隣
国
で
、
近
代

の
世
界
史
上
ま
れ
に
み
る
特
異
な
飢
饉
が
進
行

し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
明
る
み
に
出
さ
れ
た

の
に
、
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、

昨
年
十
二
月
二
三
日
付
け
の
日
本
経
済
新
聞
は
、

情
報
涌
を
明
ら
か
に
し
な
い
曖
昧
な
記
事
で
、
北

朝
鮮
の
軍
部
な
ど
が
食
糧
援
助
を
横
取
り
し
て

い
る
と
国
際
赤
十
字
連
盟
が
判
断
し
、
食
糧
援
助

五
年
以
上
の
き
び
し
い
食
糧
不
足
と
ほ
ぽ

全
面
的
な
公
衆
衛
生
制
度
の
崩
壊
に
よ
り
、
北

朝
鮮
で
は
ひ
ど
い
栄
養
失
調
が
広
が
り
、
お
そ

ら
く
子
ど
も
た
ち
の
世
代
全
体
が
、
身
体
的
に

も
精
神
的
に
も
害
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
、

国
際
援
助
団
体
に
よ
る
新
し
い
調
査
結
果
は

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ロ
ー
ゼ
ン
サ
ル
（
北
京
発
）

呼
び
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

．
 

と
は
い
え
、
一
九
九
六
年
以
米
の
国
連
機
関
を

中
心
と
し
た
北
朝
鮮
へ
の
人
道
援
助
が
、
は
た
し

て
ど
れ
だ
け
効
果
を
も
た
ら
し
て
き
た
の
か
、
実

は
つ
い
最
近
ま
で
、
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
は
な
か
っ

4
，
く
。
援
助
は
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
、
援
助
食
糧

が
必
要
な
人
々
に
き
ち
ん
と
届
い
て
い
る
の
か

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
や
懸
念
が
取
り
沙

汰
さ
れ
て
も
き
た
。

．
 

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
日
本
で
は
、
昨
年
八

月
に
北
朝
鮮
が
「
テ
ポ
ド
ン
」
を
発
射
し
て
以
来
、

政
界
や
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
お
け
る
安
保
談
義
の

横
臼
も
あ
っ
て
か
、
国
際
杜
会
か
ら
の
食
糧
援
助

を
北
朝
鮮
の
党
幹
部
や
軍
部
ら
が
横
取
り
し
て

い
る
と
い
っ
た
憶
測
が
こ
と
さ
ら
強
調
さ
れ
る

ょ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

．
 

し
か
し
、
こ
う
し
た
見
方
は
十
分
な
根
拠
に
裏

づ
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
北
朝
鮮
の
飢
饉
に

つ
い
て
の
外
国
人
駐
在
者
ら
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま

な
見
聞
が
一
一
、
三
年
前
か
ら
ぽ
つ
ぽ
つ
も
れ
聞
こ

え
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
全
体
的
な

実
態
は
依
然
と
し
て
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
国

際
的
に
有
名
な
N
G
0
で
あ
る
「
国
境
な
き
医
師

団
」
が
昨
年
九
月
に
表
明
し
た
北
朝
鮮
政
府
非
難

の
中
止
を
決
定
し
た
と
い
う
、
事
実
で
は
な
い
虚

偽
の
記
事
す
ら
流
し
た
の
で
あ
る
。
国
際
赤
十
字

連
盟
は
日
本
経
済
新
聞
社
に
抗
議
し
た
が
、
同
新

聞
は
こ
れ
ま
で
訂
正
記
事
な
ど
を
い
っ
さ
い
載

せ
て
い
な
い
。

．
 

世
論
の
一
部
に
北
朝
鮮
に
対
し
て
も
っ
と
も

厳
し
い
見
方
が
存
在
す
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て

さ
え
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
こ
の
記
事

の
よ
う
に
、
北
朝
鮮
の
飢
饉
と
人
道
援
助
を
テ
ー

マ
と
す
る
詳
細
な
報
道
が
な
さ
れ
て
き
た
の
と

比
べ
て
、
日
本
の
状
況
は
ま
っ
た
く
異
常
だ
と
は

言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
り
・
す
い
）

、,i,9‘,.”
口
：
｀
ぷ
喝
。
＇
虐
¢
j

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
一
九
九
八
・
十
二

・
1
0

In N
o
rt
h
 K
o
r
e
a
n
 H
u
n
g
e
r
,
 L
e
g
a
c
y
 Is S
t
u
nt
e
d
 C
h
i

l
d
r
e
n
 

北
朝
鮮
の
飢
饉
で
、
遺
産
は

発
育
不
全
の
子
ど
も
た
ち

み
て
い
る
。

こ
の
調
査
は
、
北
朝
鮮
で
の
最
初
の
科
学
的

な
栄
養
調
査
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
こ
の
一
年
の

あ
い
だ
に
き
わ
め
て
孤
立
し
た
秘
密
主
義
の

こ
の
国
の
住
民
と
の
接
触
を
深
め
て
き
た
国

際
援
助
団
体
の
活
動
家
た
ち
に
よ
る
不
安
に

，
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さ
せ
る
よ
う
な
数
々
の
報
告
を
確
証
す
る
も

のだ（）い
ろ
い
ろ
な
調
査
結
果
の
う
ち
で
も
、
世
界

食
糧
計
画
、
ユ
ニ
セ
フ
、
欧
州
連
合
の
研
究
者

ら
は
、
長
期
の
食
糧
不
足
の
ゆ
え
に
、
七
歳
以

下
の
子
ど
も
た
ち
の
、
な
ん
と
六
ニ
パ
ー
セ
ン

ト
が
発
育
不
全
に
お
ち
い
っ
て
い
る
こ
と
を

見
出
し
た
。

彼
ら
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
過
去
3
年

間
に
お
け
る
莫
大
な
国
際
的
食
糧
援
助
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
き
び
し
い
栄
養
失
調
は
な
お
、

ょ
ち
ょ
ち
歩
き
の
子
ど
も
た
ち
に
蔓
延
し
て

い
る
知
能
発
達
の
決
定
的
な
段
階
で
、
こ
の

世
代
の
身
体
的
、
知
的
な
能
力
は
正
常
に
発
達

せ
ず
、
ま
た
、
け
っ
し
て
取
り
戻
せ
な
い
だ
ろ

、つ、と。
他
方
、
赤
十
字
の
よ
う
な
団
体
の
国
際
医
療

活
動
家
た
ち
は
、
い
か
に
食
糧
不
足
の
影
響
が

公
衆
衛
生
サ
ー
ビ
ス
の
崩
壊
で
い
っ
そ
う
悪

化
さ
せ
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
報
告

し
は
じ
め
た
〔
＞
塩
素
の
よ
う
な
必
須
の
合
成
物

が
な
い
た
め
、
基
本
的
な
水
の
浄
化
シ
ス
テ
ム

さ
え
無
効
に
な
っ
て
お
り
、
赤
十
字
の
活
動
家

に
よ
る
と
、
非
常
に
多
く
の
人
々
が
、
ど
ん
な

見
出
し
た
二
歳
か
ら
二
歳
の
子
ど
も
た
ち
の

三
（
）
ハ
ー
セ
ン
ト
が
軽
度
か
ら
重
度
の
栄
養

失
調
の
状
態
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
精
神
的
、
身

体
的
な
発
達
が
そ
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う

可
能
性
が
高
い
ぺ
｛
な
ぜ
な
ら
、
神
経
系
は
き
わ

め
て
重
要
な
こ
の
最
初
の
一
年
に
劇
的
に
発

達
す
る
か
ら
で
あ
る
]

研
究
者
ら
は
、
利
用
可
能
な
科
学
的
デ
ー
タ

に
よ
れ
ば
、
一
（
）
年
前
に
は
北
朝
鮮
で
栄
養
失

調
は
ま
れ
だ
っ
た
、
と
言
う
（
｝

「
た
と
え
事
態
が
好
転
し
た
と
し
て
も
、
こ

の
国
が
、
私
た
ち
が
見
た
状
況
か
ら
ま
っ
た
＜

回
復
す
る
ほ
ど
に
は
好
転
し
そ
う
に
な
い
」

と
、
国
連
世
界
食
糧
計
画
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
上
級

顧
問
の
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
カ
ト
ー
ナ
l
I
ア
プ

ト
ゥ
は
語
る
｛
，
「
「
人
々
は
背
が
低
く
て
、
そ
う
で

は
な
い
場
合
（
普
通
の
場
合
）
ほ
ど
発
達
し
な

い
し
、
精
神
的
能
力
の
面
で
い
く
ぶ
ん
制
約
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
」

そ
の
う
え
、
今
年
、
赤
十
字
の
代
表
が
八
四

（
）
ヶ
所
の
水
道
が
あ
る
病
院
と
診
療
所
で
水

道
水
を
テ
ス
ト
し
た
と
こ
ろ
、
ど
の
水
道
も
人

間
が
飲
む
の
に
不
適
切
だ
っ
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
と
、
北
朝
鮮
へ
の
国
際
赤
十
字
・
赤
新

1
0
0
万
人
以
上
と
見
積
ら

れ
る
旱
死
に

小
さ
な
食
物
で
も
十
分
に
は
吸
収
で
き
な
い

よ
う
な
ひ
ど
い
下
痢
症
状
に
お
か
れ
て
い
る

と
言
う
―

最
近
に
な
っ
て
、
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
、
そ

し
て
悲
し
く
な
る
よ
う
な
、
北
朝
鮮
の
2

3

0

0

万
の
人
々
の
飢
え
た
生
活
の
状
況
が
焦
点
に

な
っ
て
き
た
し
）
と
い
う
の
も
、
同
国
政
府
が

ゆ
っ
く
り
と
、
し
ば
し
ば
、
し
ぶ
し
ぶ
と
、
国
際

援
助
団
体
に
あ
る
程
度
の
立
ち
入
り
を
認
め
、

そ
れ
が
外
国
の
援
助
機
関
に
よ
ろ
最
近
の
公

式
の
調
査
研
究
や
よ
り
非
公
式
の
調
査
や
観

察
に
つ
な
が
っ
た
か
ら
だ
っ
災
害
の
規
摸
に
つ

い
て
の
過
去
の
評
価
は
、
中
国
に
逃
げ
込
ん
だ

ご
く
少
数
の
北
朝
鮮
人
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ユ
，
｀
ー

に
も
と
づ
い
た
も
の
だ
っ
た
の
で
不
幅
が
あ

る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
北
朝
鮮
の
現
地
で
の
研
究
者
や
活

動
家
た
ち
は
、
難
民
に
よ
る
も
っ
と
ぞ
っ
と
す

る
よ
う
な
報
告
に
描
か
れ
た
よ
う
な
、
カ
ニ
バ

リ
ズ
ム
や
道
端
で
死
ん
で
い
る
飢
え
た
子
ど

も
た
ち
と
い
っ
た
証
拠
は
目
撃
し
て
い
な
い

も
の
の
、
彼
ら
が
見
出
し
た
も
の
は
多
く
の
面

で
同
様
に
不
安
に
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
十
年
近
く
に
わ
た
る
慢
性
的
な
飢
え
の

月
杜
連
盟
調
査
団
の
団
長
だ
っ
た
ス
テ
ン
・
ス

ウ
エ
ド
ウ
ラ
ン
ド
は
語
る
。

「
し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
は
そ
れ
を
飲
ん

で
い
る
。
他
に
選
べ
な
い
か
ら
」
と
、
彼
は
最
近

の
北
京
訪
問
時
に
語
っ
た
。
「
食
糧
不
足
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
問
題
と
、
ま
っ
た
＜

ひ
ど
い
状
態
に
あ
る
保
健
部
門
の
問
題
と
の

あ
い
だ
に
非
常
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
」
栄

養
失
調
状
態
に
あ
る

7
歳
以
下
の
子
ど
も
た

ち
の
ほ
と
ん
ど
全
員
が
ま
た
下
痢
症
状
を
か

か
え
て
い
る
と
、
彼
は
述
べ
た
。

飢
餓
に
関
係
し
た
死
亡
の
問
題
を
調
査
で

き
た
援
助
団
体
は
な
い
。
ま
た
、
北
朝
鮮
人
は

そ
れ
に
関
し
た
数
字
を
発
表
し
て
い
な
い
。
だ

が
、
た
い
て
い
の
専
門
家
ら
は
、
お
そ
ら
く
一

0
0万
人
以
上
が
、
こ
と
に
よ
る
と
一
―

1
0
0万

人
も
の
人
々
が
食
糧
不
足
が
始
ま
っ
て
以
来
、

早
死
に
し
た
と
い
う
見
方
で
意
見
が
一
致
し

て
い
る
。
し
か
し
、
公
衆
衛
生
の
専
門
家
に
よ

る
と
、
い
ず
れ
に
せ
よ
死
亡
者
の
数
を
勘
定
す

る
の
は
む
ず
か
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な

の
ち
衰
弱
し
て
い
る
人
々
。
寒
さ
と
腹
部
の
流

感
で
た
ち
ま
ち
致
命
的
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ

ど
栄
養
失
調
で
弱
っ
て
い
る
人
々
面
）
取
り
返
し

が
つ
か
な
い
ほ
ど
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
、
あ

ろ
世
代
の
将
来
。

「
今
や
と
う
と
う
私
た
ち
は
動
か
ぬ
証
拠
を

得
た
ぐ
事
態
は
非
常
に
重
大
だ
」
と
、
調
査
に
参

加
し
た
国
連
世
界
食
糧
計
画
の
ア
ジ
ア
地
域

局
長
の
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
チ
ェ
ン
11
ホ
プ
キ
ン
ス

』
＋
竺
疇
る
ゴ
「
私
に
と
こ
ヽ
、
こ
れ
は
ス
ロ
ー
モ
ー
、

シ
ョ
ン
の
飢
饉
で
す
。
人
々
は
何
年
も
闘
っ
て

文
て
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
多
く
の
者
が
脱
落
す

る
r
~

し
か
し
、
全
体
像
を
評
価
す
る
の
は
非
常

に
む
ず
か
し
い
。
」

こ
の
危
機
に
つ
い
て
の
現
在
ま
で
の
も
っ
と

も
し
つ
か
り
し
た
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
る

も
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
外
国
人
科
学
者
ら
を
中

心
と
す
る
調
査
チ
ー
ム
が
こ
の
秋
、
三
週
間
に

わ
た
っ
て
、
北
朝
鮮
の
あ
ち
こ
ち
に
分
散
し
、

最
初
の
無
作
為
サ
ン
プ
リ
ン
グ
栄
養
調
査
を

お
こ
な
い
、
一
八
(
)
0
人
の
子
ど
も
た
ち
を
調

べ
た
こ
と
だ
元
加
彼
ら
は
、
七
歳
以
下
の
子
ど
も

た
ち
の
六
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
が
成
長
が
妨
げ
ら

れ
、
長
期
の
栄
養
失
調
の
兆
候
が
あ
る
こ
と
を

ら
、
た
い
て
い
の
死
亡
者
は
お
そ
ら
く
急
激
な

飢
餓
か
ら
で
は
な
く
、
何
年
か
の
飢
え
の
た
め

に
免
疫
力
が
弱
ま
る
こ
と
か
ら
で
あ
り
、
そ
の

結
果
、
普
通
の
風
邪
で
も
ご
く
簡
単
に
致
死
的

な
肺
炎
に
な
っ
て
し
ま
う
し
、
ま
た
通
常
の
伝

染
性
の
下
痢
患
い
が
致
命
的
に
な
る
か
ら
だ
。

さ
ら
に
、
多
少
不
安
に
さ
せ
る
手
が
か
り
が

あ
る
。
つ
ま
り
、
昨
年
、
世
界
食
糧
計
画
と
他
の

団
体
が
、
政
府
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
四

0
0
0

人
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
の
あ
る
限
定
的

な
調
査
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
時
一
〇

パ
ー
・
セ
ン
ト
の
子
ど
も
た
ち
は
親
の
ど
ち
ら

か
が
亡
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
の

で
あ
る
。

こ
の
秋
の
独
立
し
た
栄
養
調
査
で
は
、
北
朝

鮮
の
九
つ
の
道
の
う
ち
八
つ
へ
十
八
組
の
専

門
家
チ
ー
ム
が
派
遣
さ
れ
、
一
八

0
0人
の
農

村
と
都
市
の
七
歳
以
下
の
子
ど
も
た
ち
を
検

査
し
た
°

六
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
子
ど
も
た
ち
が
発
育

不
全
だ
と
い
う
こ
と
に
く
わ
え
て
、
調
査
チ
ー

ム
は
、
調
査
時
に
、
子
ど
も
た
ち
の
約
十
六

パ
ー
セ
ン
ト
が
深
刻
な
栄
養
失
調
状
態
に
あ
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り
、
十
分
な
食
糧
を
ま
っ
た
＜
与
え
ら
れ
て
い

な
い
兆
候
で
あ
る
身
長
に
比
べ
て
過
少
体
重

の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
。

そ
う
し
た
数
値
は
東
ア
ジ
ア
の
ど
の
国
よ

り
も
高
く
、
栄
養
失
調
と
い
う
点
で
北
朝
鮮
を

世
界
の
ワ
ー
ス
ト
一

0
の
国
に
入
れ
る
。
そ
の

一
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
数
字
は
、
イ
ン
ド
と

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
数
字
ほ
ど
悪
い
わ
け
で

は
な
く
、
こ
れ
ら
の
両
国
は
一
八
パ
ー
セ
ン
ト

で
世
界
最
悪
だ
゜
け
れ
ど
も
、
北
朝
鮮
の
数
字

は
い
く
つ
か
の
点
で
問
題
を
少
な
く
表
現
し

て
い
る
と
、
専
門
家
ら
は
言
う
。
イ
ン
ド
と
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、
き
び
し
い
貧
困
地
域
と

相
対
的
に
豊
か
な
地
域
と
が
交
互
に
立
地
し

て
い
る
正
＞
他
方
、
北
朝
鮮
で
は
国
全
体
が
あ
る

程
度
、
食
糧
不
足
な
の
で
あ
る
。
v

「
戦
争
で
荒
廃
し
た
国
々
で
さ
え
、
飢
餓
と

い
う
の
は
よ
り
局
地
的
だ
」
と
、
カ
ト
ー
ナ
11

ア
フ
ト
ゥ
博
士
は
語
る
。
「
こ
の
よ
う
に
悪
影

響
を
及
ぽ
さ
れ
た
例
は
、
他
の
国
に
つ
い
て
は

考
え
に
く
い
。
」

と
、
彼
女
や
他
の
者
は
語
る
。
多
く
の
朝
鮮
人

の
医
師
は
、
ど
の
よ
う
に
栄
養
失
調
を
診
断

し
、
扱
う
べ
き
か
知
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
十

年
以
前
、
そ
れ
を
見
た
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な

ぃ
ぇ
え
そ
し
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
病
院
に
は
食
糧

や
適
切
な
栄
養
補
充
物
が
な
い
。
ス
ウ
エ
ド
ゥ

ラ
ン
ド
氏
は
、
ほ
と
ん
ど
の
病
院
に
は
医
薬
品

が
な
く
、
壊
れ
た
窓
を
修
理
す
る
ガ
ラ
ス
も
な

い
し
、
一
九
九
四
年
以
来
、
石
炭
を
受
取
っ
て

な
い
の
で
「
外
よ
り
中
の
ほ
う
が
寒
い
」
と
語

る

ご

病
院
で
さ
え
、
下
水
設
備
や
水
道
浄
化
設
備

は
実
質
的
に
存
在
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の

国
に
は
水
を
浄
化
す
る
た
め
の
塩
素
が
欠
乏

し
、
水
流
ポ
ン
フ
を
作
動
さ
せ
る
燃
料
が
な
い

か
ら
だ
、
と
彼
は
述
べ
る
。
来
年
、
赤
十
字
は
こ

れ
ら
の
問
題
に
対
処
し
は
じ
め
、
入
院
患
者
の

食
糧
に
一
二
五

0
万
ド
ル
、
水
処
理
に
一

0
0万

ド
ル
を
出
費
す
る
だ
ろ
う
と
、
彼
は
語
る
。

他
の
選
択
肢
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
非
常

に
多
く
の
北
朝
鮮
人
は
「
代
替
食
品
」
を
食
べ

下
水
設
備
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
病
院
で
さ
え

国
全
体
で
十
分
な
食
糧
を
与

え
ら
れ
て
い
な
い
様
子

調
査
結
果
は
、
と
く
に
誇
張
の
な
い
も
の

だ
。
な
ぜ
な
ら
、
研
究
者
た
ち
は
七
歳
以
下
の

子
ど
も
た
ち
だ
け
を
調
ぺ
た
か
ら
だ
（
、
こ
の
年

齢
層
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
海
外
か
ら
送
ら
，

れ
た
食
糧
を
受
取
っ
て
い
る
1

二
年
間
の
食
糧

贈
与
の
の
ち
、
同
国
に
い
る
多
く
の
外
国
人
援

助
活
動
家
は
託
児
所
や
幼
稚
園
に
い
る
子
ど

も
た
ち
が
元
気
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
の
に
気
づ
い
た
：
し
か
し
、
そ
の
子
た
ち
の

年
上
の
兄
弟
姉
妹
た
ち
は
弱
っ
て
い
る
の
に

も
気
づ
い
た
ぞ
れ
ゆ
え
一
ヶ
月
前
血
巳
界
食

糧
計
画
は
七
歳
か
ら
十
二
歳
ま
で
の
年
齢
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
高
栄
養
分
含
有
ビ
ス

ケ
ッ
ト
を
小
学
校
に
供
給
し
は
じ
め
た
。

「
私
た
ち
は
、
多
く
の
人
々
が
悪
く
な
っ
て

お
り
、
年
寄
り
た
ち
は
ま
さ
に
だ
ん
だ
ん
弱
っ

て
い
る
見
過
ご
さ
れ
た
年
齢
層
だ
と
信
ず
る

理
由
が
あ
る
」
と
、
ス
ウ
エ
ド
ウ
ラ
ン
ド
氏
は

語
る
。現在

、
一

0
0人
以
上
の
西
洋
人
が
首
都
の

ピ
ョ
ン
ヤ
ン
に
お
り
、
多
く
の
者
が
そ
こ
で
は

長
期
の
飢
餓
に
つ
い
て
す
ぐ
分
か
る
と
述
べ

る
。
「
も
し
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
の
通
り
を
歩
い
て
、
誰

か
子
ど
も
に
歳
が
幾
つ
か
尋
ね
た
ら
、
ま
ず
三

る
の
に
頼
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
硬
い
ケ
ー
キ
や

麺
類
で
あ
り
、
大
豆
や
サ
ッ
マ
イ
モ
の
よ
う
な

栄
養
植
物
と
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
茎
や
麦
わ
ら

の
よ
う
な
消
化
し
に
く
い
詰
め
物
と
を
混
ぜ

て
作
ら
れ
る
。
）

「
こ
れ
は
現
在
、
食
糧
摂
取
量
の
4

0

ハ
ー
セ

ン
ト
を
構
成
し
て
い
る
」
と
ス
ウ
エ
ド
ウ
ラ
ン

ド
氏
は
言
う
。
「
そ
れ
は
正
規
の
食
糧
品
の
一

部
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
）
」
北
朝
鮮
の
医
師
ら
が

多
く
の
人
々
が
こ
の
い
く
ぶ
ん
消
化
し
に
く

い
物
を
食
べ
た
の
ち
腹
痛
を
お
こ
す
と
述
べ

て
い
る
、
と
彼
は
語
る
が
、
「
も
し
す
ご
く
空
腹

だ
っ
た
ら
、
そ
れ
で
も
腹
は
満
た
す
よ
」
と
付

け
加
え
た
。

北
朝
鮮
人
は
食
糧
問
題
を
一
九
九

0
年
代

半
ば
の
一
連
の
洪
水
や
干
ば
つ
に
始
ま
る
と

す
る
が
、
北
朝
鮮
で
活
動
す
る
外
国
人
研
究
者

ら
は
、
医
療
記
録
や
幼
年
期
の
成
長
ハ
タ
ー
ン

は
飢
餓
が
そ
れ
以
前
の
数
年
前
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
う
。
そ
し

て
、
そ
の
こ
と
は
、
長
く
北
朝
鮮
へ
の
食
糧
、
燃

料
、
肥
料
の
主
要
な
供
給
者
で
あ
っ
た
ソ
連
の

崩
壊
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
も
言
う
。

歳
は
見
閥
違
う
で
し
ょ
う
」
と
、
ス
ウ
エ
ド
ゥ

ラ
ン
ド
氏
は
言
う
。
「
そ
の
子
が
七
歳
だ
と
す

る
と
、
で
も
三
歳
か
四
歳
に
し
か
見
え
ま
せ

ん
1」バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
ス
ー
ダ
ン
で
働
い
た

こ
と
の
あ
る
栄
養
学
専
門
家
の
カ
ト
ー
ナ
＂
＂
＂

ア
プ
ト
ゥ
博
士
は
、
昨
年
、
彼
女
が
は
じ
め
て

北
朝
鮮
の
あ
る
幼
稚
園
を
訪
ね
た
と
き
、

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
と
語
る
。

「
明
ら
か
に
ひ
ど
い
栄
養
失
調
の
二
人
の
子

が
机
に
座
っ
て
い
た
。
そ
の
子
た
ち
は
非
常
に

ゃ
せ
て
い
て
、
き
れ
ぎ
れ
の
髪
を
し
て
い
る
」

と
彼
女
は
語
る
。
「
そ
し
て
、
そ
の
子
た
ち
は
た

だ
そ
こ
に
座
っ
て
、
勉
強
し
て
い
る
。
そ
れ
が

当
た
り
前
の
こ
と
と
み
な
さ
れ
る
！
そ
の

子
た
ち
は
学
校
に
い
る
へ
～
そ
し
て
、
そ
の
子
た

ち
は
実
際
に
は
入
院
さ
せ
ら
れ
、
栄
養
上
の
リ

ハ
ビ
リ
を
し
て
や
る
べ
き
な
の
に
＞
も
し
あ
な

た
が
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
そ
の
子
た
ち
を
見
た

ら
、
あ
な
た
は
す
ぐ
に
で
も
干
渉
す
る
よ
う
勧

め
る
で
し
ょ
う
。
＞
」

し
か
し
、
ひ
ど
く
枯
渇
し
た
公
衆
衛
生
と
医

療
の
制
度
の
た
め
、
そ
う
し
た
選
択
肢
は
な
い

北
朝
鮮
は
山
地
の
多
い
国
で
、
耕
地
は
二
（
）

パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
゜
何
十
年
の
あ
い

だ
、
同
国
は
主
に
旧
ソ
連
か
ら
、
そ
れ
に
中
国

か
ら
の
食
糧
輸
入
国
だ
っ
た
）

「
こ
の
国
は
、
こ
れ
は
構
造
的
な
問
題
の
一

部
で
あ
り
、
も
は
や
た
だ
天
候
の
せ
い
に
は
で

き
な
い
と
い
う
事
実
に
真
剣
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
チ
ェ
ン
・
ホ
プ
キ
ン
ス

氏
は
語
る
。

そ
れ
で
も
、
彼
女
や
他
の
者
ら
は
、
普
段
は

硬
直
的
で
秘
密
主
義
の
政
府
が
、
そ
の
や
り
方

を
ゆ
っ
く
り
と
緩
和
し
て
い
る
こ
と
を
賞
賛

し
た
。
ス
ウ
エ
ド
ウ
ラ
ン
ド
氏
が
言
う
に
は
、

同
国
で
の
こ
の
三
年
で
、
北
朝
鮮
赤
十
字
と
協

力
し
つ
つ
活
動
し
て
い
る
国
際
赤
十
字
は
、
官

僚
ら
が
次
第
に
い
い
反
応
を
す
る
よ
う
に
な

り
、
ま
た
医
師
ら
は
す
す
ん
で
医
療
記
録
を
提

示
し
、
問
題
を
持
ち
出
す
よ
う
に
な
っ
た
の
を

認
め
て
い
る
。

旅
行
は
な
お
制
限
さ
れ
て
い
る
。
人
口
の
三

(
)
ハ
ー
セ
ン
ト
の
居
住
地
域
に
あ
た
る
七
〇

以
上
の
地
方
行
政
区
に
援
助
団
体
は
立
ち
入

り
で
き
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
援
助
団
体
は
そ
う
し
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沖
縄
の
米
軍
基
地
の
近
く
に
住
ん
で
い
る

沖
縄
県
民
の
多
く
は
、
米
軍
の
活
動
が
活
発
に

な
っ
た
り
、
部
隊
が
居
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
で
近
々
ど
こ
か
で
戦
争
が
始
ま
る
と
い
う

予
感
を
肌
身
で
感
じ
て
き
た
。
大
田
県
政
の
後

半
は
、
九
五
年
の
少
女
事
件
以
来
、
米
軍
が
県

民
感
情
を
気
に
し
て
静
か
に
し
て
き
た
こ
と

も
皮
膚
感
覚
で
知
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
昨
年
十
一
月
の
県
知
事
選
挙
で
大

田
知
事
が
敗
れ
た
直
後
か
ら
、
沖
縄
で
も
米
軍

が
尊
大
な
態
度
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

普
天
間
飛
行
場
の
周
囲
で
も
、
米
軍
ヘ
リ
や

p
3
C対
潜
哨
戒
機
、

C
1
3
0空
中
給
油
機

．
 

沖縄か
沖縄がかわれば、

〒901-22

沖縄県宜野湾市志真志517-1

沖縄わ炉教平和セシタ—気付

TEL 098(898)6628 

FAX 098(897)6653 

郵便振替鹿児島2-11249

rー
｛
報
告
⑮

カ
「
沖
縄
か
ら
」

'
‘
q
 カ
「
沖
縄
ボ
イ
ス
―

洋

編

集

委

員

平太

伊

波

洋

一

・
（
沖
縄
県
議
会
議
員
・
元
沖
縄
中

ァ

部

地

区

労

事

務

局

長

）

ジァ

た
地
区
へ
の
食
糧
や
医
療
の
供
給
を
拒
否
し

て
い
る
～
そ
れ
で
も
、
活
動
家
た
ち
に
開
放
さ

れ
る
地
区
の
数
は
着
実
に
増
え
て
お
り
、
あ
ち

こ
ち
動
き
回
る
自
由
に
つ
い
て
も
改
善
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

チ
ェ
ン
・
ホ
フ
キ
ン
ス
氏
は
、
現
在
、
事
後
点

検
の
視
察
の
お
よ
そ
半
分
は
事
前
予
告
な
し

に
行
わ
れ
て
い
る
と
語
り
、
ま
た
、
彼
女
は
、
栄

養
調
査
で
の
研
究
者
ら
は
無
作
為
に
訪
問
す

る
村
を
選
定
し
、
家
々
に
入
る
の
が
許
さ
れ
た

こ
と
に
特
に
言
及
し
た
。

難
民
か
ら
の
聞
き
取
り
に
も
と
づ
く
報
告

は
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
や
道
端
に
死
ん
で
い
る

人
々
と
い
っ
た
扇
情
的
な
話
で
満
ち
て
い
た

が
、
赤
十
字
や
世
界
食
糧
計
画
の
活
動
家
た
ち

は
、
そ
の
よ
う
な
場
面
は
見
た
こ
と
が
な
く
、

も
し
そ
う
し
た
こ
と
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い

る
な
ら
目
撃
し
た
に
違
い
な
い
と
信
じ
て
い

る。
「
私
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
見
た
よ
う
な
激

し
い
飢
餓
を
見
て
い
な
い
」
と
カ
ト
ー
ナ
I
i
ア

。
フ
ト
ゥ
博
士
は
語
る
-
>
「
だ
が
、
見
て
な
い
こ
と

は
存
在
し
え
な
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
五
紅
私
た

稲
嶺
県
政
ス
タ
ー
ト

ち
は
玉
実
際
ま
だ
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

を
制
限
さ
れ
て
い
る
。
」

ス
ウ
エ
ド
ウ
ラ
ン
ド
氏
は
、
外
国
人
に
な
お

閉
ざ
さ
れ
て
い
る
地
区
は
開
放
さ
れ
て
い
る

地
区
と
著
し
く
違
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い

と
語
る
。
そ
し
て
、
閉
鎖
地
区
は
死
人
と
惨
状

の
地
域
を
隠
す
た
め
か
も
し
れ
な
い
と
推
測

す
る
者
た
ち
も
中
に
は
い
る
が
、
彼
は
，
そ
れ

ら
は
国
家
安
全
保
隋
上
の
理
由
か
ら
除
か
れ

た
と
い
う
北
朝
鮮
側
の
説
明
を
受
け
入
れ
る

と
語
る

「
私
が
学
ん
だ
こ
と
は
、
北
朝
鮮
人
に
と
っ

て
国
家
安
全
保
障
の
問
題
が
い
か
に
重
要
か

と
い
う
こ
と
だ
」
と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
海
軍
の

退
役
大
将
で
も
あ
る
ス
ウ
エ
ド
ウ
ラ
ン
ド
氏

は
述
べ
る
。
「
そ
し
て
、
私
は
本
当
に
こ
れ
ら
地

域
は
そ
う
し
た
見
地
か
ら
重
要
な
の
だ
と
思

う
」
と
、
閉
鎖
地
域
の
地
図
を
調
べ
、
そ
こ
に
軍

事
施
設
と
し
て
広
く
知
ら
れ
た
も
の
を
説
明

し
な
が
ら
、
彼
は
言
い
足
し
た
。

な
ど
の
離
発
着
訓
練
を
頻
繁
に
行
う
よ
う
に

な
り
、
嘉
手
納
所
属
の
空
軍
特
殊
部
隊
の

M
C

1
3
0特
殊
作
戦
機
ま
で
が
再
び
離
発
着
を

繰
り
返
す
よ
う
に
な
っ
た
。
午
後
十
時
ま
で
に

飛
行
を
終
え
る
べ
き
だ
が
、
午
後
十
一
時
ま
で

も
旋
回
飛
行
し
て
い
る
。
住
宅
地
の
上
空
を
勝

手
放
題
に
飛
ぶ
飛
び
方
は
「
大
田
は
い
な
く

な
っ
た
ぞ
！
＇
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
新
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
や
周
辺
事
態
法
案
の
よ
う
に
日

本
全
体
が
米
軍
の
言
い
な
り
に
な
っ
て
い
く

法
案
を
日
本
政
府
が
国
会
に
提
案
し
て
い
る

翡
で
は
、
米
軍
は
沖
縄
だ
け
で
な
く
全
国
で

勝
手
放
題
に
軍
事
演
習
や
寄
港
を
繰
り
返
す

だ
ろ
う
。

県
知
事
選
挙
で
当
選
し
た
稲
嶺
恵
一
知
事

は
十
二
月
十
日
に
就
任
し
た
。
前
日
に
は
、
ニ

期
八
年
務
め
た
大
田
知
事
の
離
任
式
が
行
わ

れ
、
県
庁
ロ
ビ
ー
を
埋
め
尽
く
し
た
県
庁
職
員

に
対
し
て
大
田
知
事
は
、
県
職
員
の
仕
事
振
り

へ
の
お
礼
を
述
べ
、
最
後
に
「
県
庁
職
員
の
み

な
さ
ん
、
顔
を
上
げ
て
誇
り
を
持
ち
ま
し
ょ

う
」
と
言
っ
て
県
庁
を
去
っ
て
い
っ
た
。

翌
日
に
就
任
し
た
稲
嶺
新
知
事
は
、
就
任
当

食
粗
の
軍
事
的
横
領
と
い
う

非
難
を
否
定

十
二
月
定
例
県
議
会

彼
は
ま
た
、
北
朝
鮮
の
軍
部
が
贈
与
さ
れ
た

食
糧
を
盗
ん
で
い
る
と
い
う
考
え
方
を
拒
否

し
た
。
そ
れ
は
国
境
な
き
医
師
団
が
北
朝
鮮
で

の
同
団
体
の
活
動
に
た
い
す
る
多
く
の
制
約

に
抗
議
す
る
た
め
r

．
こ
の
夏
、
怒
り
な
が
ら
同

固
か
ら
引
き
上
げ
た
と
き
に
浴
び
せ
た
非
難

マこ
0,
t
 今

で
は
北
朝
鮮
人
か
ら
多
少
良
好
な
協
力

を
得
は
じ
め
て
い
る
と
援
助
団
体
は
述
べ
て

お
り
、
彼
ら
は
六
ヶ
月
か
ら
十
ニ
ヶ
月
ご
と
に

栄
養
調
査
を
繰
り
返
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
し
て
、
彼
ら
は
な
お
、
い
く
ぶ
ん
じ
れ
っ
た

い
調
査
結
果
の
分
析
を
続
け
て
い
る
（
J
つ
ま

り
、
男
の
子
は
女
の
子
よ
り
倍
も
発
育
不
全
に

な
ぅ
て
い
る
ら
し
い
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
と
、

母
親
が
死
ん
だ
ど
の
子
ど
も
も
栄
養
失
調
で

あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。

「
北
朝
鮮
の
子
ど
も
た
ち
の
世
代
は
す
で
に

一
生
の
傷
を
負
っ
て
い
る
」
と
、
国
際
赤
十
字

連
盟
総
裁
の
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
ハ
イ
ベ
ル
グ
は

北
朝
鮮
訪
問
後
の
北
京
で
の
記
者
会
見
で

語
っ
た
3

「
私
た
ち
は
さ
ら
に
深
刻
な
大
惨
事

に
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
資
源
を
動
員
し
つ

づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(

]

S

日
に
は
東
京
に
飛
び
、
翌
十
一
日
の
午
前
八
時

半
か
ら
約
二
十
分
間
、
一
年
一
ヵ
月
ぶ
り
に
再

開
さ
れ
た
沖
縄
政
策
協
議
会
に
臨
ん
だ
吾
苗
首
相

と
沖
縄
開
発
長
官
を
除
く
大
臣
ク
ラ
ス
で
構

成
す
る
沖
縄
政
策
協
議
会
は
、
大
田
知
事
の
海

上
ヘ
リ
基
地
建
設
反
対
表
明
に
よ
っ
て
閉
ざ

さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
再
開
さ
れ
た
沖
縄
政
策

協
に
は
、
特
別
に
小
渕
首
相
も
参
加
し
た
。

政
府
は
、
ス
タ
ー
ト
し
た
稲
嶺
県
政
に
対
し

百
億
円
の
特
別
調
整
費
の
御
祝
儀
を
出
す
こ

と
を
表
明
し
た
。
特
別
調
整
費
は
公
共
工
事
、

非
公
共
工
事
事
業
各
五
十
億
円
の
枠
で
、
本
島

北
部
へ
の
高
速
道
路
料
金
の
低
減
化
、
本
土
・

沖
縄
間
の
通
信
料
金
の
引
き
下
げ
の
他
、
観
光

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
る
予
定
C

就
任
日
か
ら
四
日
後
の
十
二
月
十
四
日
に

十
二
月
定
例
県
議
会
が
開
会
し
、
十
六
日
か
ら

代
表
質
問
が
始
ま
っ
た
。
社
民
・
護
憲
や
結
の

会
が
普
天
間
飛
行
場
返
還
で
県
外
移
設
や
兵

力
削
減
を
求
め
る
考
え
は
な
い
か
と
質
し
た

の
に
対
し
て
、
稲
嶺
知
事
は
「
日
米
両
政
府
は

普
天
間
飛
行
場
の
県
内
移
設
の
方
針
を
堅
持

し
て
い
る
。
海
兵
隊
削
減
や
基
地
の
国
外
、
県

北朝鮮●食糧危機の実態
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外
移
設
は
現
実
的
で
は
な
い
」
と
答
え
、
兵
力

削
減
、
基
地
撤
去
を
求
め
る
考
え
が
な
い
こ
と

を
示
し
た
。
天
大
田
県
政
が
提
起
し
た
基
地
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、
実
効
性
に

疑
問
が
あ
る
と
し
て
見
直
す
考
え
を
示
し
た
。

公
約
し
た
北
部
軍
民
共
用
空
港
の
建
設
地

選
定
な
ど
に
つ
い
て
は
、
九
九
年
二
月
以
降
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
っ
て
作
業
を
行

う
こ
と
を
明
か
に
し
た
が
、
具
体
的
な
事
は
何

も
明
か
に
し
な
い
答
弁
に
終
始
し
た
。

引
き
続
き
、
翌
日
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

大
田
県
政
と
は
百
八
十
度
も
違
っ
た
稲
嶺
県

政
の
姿
勢
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一

月
に
開
催
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
米

軍
基
地
跡
地
を
自
衛
隊
基
地
と
し
て
使
用
す

る
こ
と
も
基
地
跡
利
用
で
あ
る
と
答
弁
す
る

な
ど
、
米
軍
や
日
本
政
府
よ
り
の
県
政
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
（
）

那
覇
軍
港
を
浦
添
地
先
に
移
設
し
て
キ
ャ

ン
プ
・
キ
ン
ザ
ー
と
直
結
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い

て
も
、
港
湾
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
引
き
替
え
に
積

極
的
に
行
う
こ
と
を
明
か
に
し
た
。

経
済
振
興
を
期
待
し
て
稲
嶺
県
政
を
選
ん

だ
県
民
の
中
に
は
、
稲
嶺
県
政
の
基
地
政
策
に

戸
惑
い
と
失
望
を
感
じ
て
い
る
人
も
少
な
く

な
い
だ
ろ
う
。

な
選
択
で
は
な
い
゜
新
た
な
基
地
の
建
設
を
急

い
だ
り
、
日
本
政
府
に
そ
れ
を
強
要
さ
れ
る
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
い
わ
ば

自
殺
行
為
で
あ
る
。
日
本
政
府
も
沖
縄
住
民
の

意
思
を
尊
重
す
る
と
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

そ
れ
を
ま
と
も
に
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。

（
省
略
）
稲
嶺
県
政
が
で
き
る
最
善
の
こ
と
は
、

基
地
と
経
済
の
サ
イ
ク
ル
を
断
ち
切
る
た
め
、

真
の
経
済
力
を
身
に
つ
け
る
政
策
を
実
行
す

る
事
で
あ
る
。
経
済
的
脆
弱
性
こ
そ
が
外
部
か

ら
の
操
作
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
」

基
地
専
門
家
の
提
言

三
番
目
の
提
言
者
は
太
平
洋
軍
備
撤
廃
運

動

(
P
C
D
S
)
国
際
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

梅
林
宏
道
氏
で
、
一
九
九
五
年
以
来
の
激
し
い

反
基
地
闘
争
に
現
れ
た
県
民
意
思
が
、
日
米
両

政
府
の
沖
縄
対
応
に
重
大
な
変
化
を
生
み
出

し
、
両
政
府
と
も
沖
縄
の
県
民
感
情
や
住
民
意

思
を
尊
重
す
る
姿
勢
を
継
続
し
て
い
る
こ
と

を
述
べ
、
（
基
地
縮
小
を
求
め
る
）
沖
縄
の
力
の

優
位
性
は
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
。
沖
縄

基
地
の
抜
本
的
な
縮
小
、
そ
し
て
撤
去
の
要
求

は
、
理
の
あ
る
も
の
で
あ
る
し
現
実
的
に
も
妥

当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
と
り
わ
け
沖
縄
米
軍

稲
嶺
県
政
へ
識
者
の
提
言

沖
縄
タ
イ
ム
ス
が
一
月
十
六
日
か
ら
「
普
天

間
返
還
・
稲
嶺
知
事
へ
の
提
言
」
と
い
う
各
専

門
家
の
提
言
を
連
載
し
て
い
る
4

全
文
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
K

等
で
検
索
し
て
も
ら
い
た
い

が
、
重
要
な
特
集
な
の
で
紹
介
す
る
ぐ
最
初
の

提
百
者
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ス

E
。
ア
ワ
ー
教
授
、

米
海
軍
出
身
で
元
米
国
防
総
省
安
全
保
障
匂

日
本
部
長
~
提
百
内
容
は
、
辺
野
古
沖
↑
§
滋
上

ヘ
リ
基
地
建
設
の
再
提
案
で
、
海
上
基
地
に
瞥

天
間
基
地
、
キ
ャ
ン
ブ
＇
｀
キ
ン
ザ
ー
、
那
覇
軍
港

を
統
合
す
る
案
。
メ
ガ
フ
ロ
ー
ー
ト
の
優
位
性
を

強
調
し
て
い
る
）

二
番
目
は
、
国
際
政
治
学
者
の
宮
里
政
玄
元

独
協
大
学
教
授
。
琉
球
大
学
教
授
、
困
際
大
学

大
学
院
教
授
を
歴
任
。
宮
里
氏
は
、
沖
縄
の

ム
ー
ド
が
著
し
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
。
「
知
事
選
挙
ま
で
の
熱
気
は
ど
う
し
た
の

か
」
と
嘆
い
て
い
る
。
重
要
に
な
指
摘
が
あ
る

の
で
長
く
な
る
が
引
用
す
る
。

「
沖
縄
の
最
大
の
政
治
問
題
で
あ
ろ
米
軍
基

地
問
題
は
県
民
に
と
っ
て
身
近
な
問
題
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
国
際
情
勢
や
米
国
の
政
治
に

の
大
半
を
占
め
る
海
兵
隊
の
前
進
配
備
は
、
妥

当
性
を
欠
く
こ
と
を
指
摘
し
た
。
湾
岸
戦
争
で

も
緊
急
に
配
備
さ
れ
た
の
は
沖
縄
の
部
隊
で

は
な
く
、
米
本
土
と
ハ
ワ
イ
の
部
豚
で
あ
っ
た

の
で
、
普
天
間
基
地
を
沖
縄
か
ら
撤
去
し
、
部

隊
を
揚
陸
艦
母
艦
に
近
接
す
る
米
領
土
内
の

基
地
に
置
く
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
り
、
米

領
土
内
で
は
普
天
間
と
同
種
の
海
兵
隊
基
地

の
閉
鎖
・
縮
小
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
、
稲
嶺
県
政
が
沖
縄
基
地
の
安
全
保
障
政
策

上
の
本
質
議
論
を
仕
掛
け
る
こ
と
を
求
め
た
。

四
番
目
の
提
言
は
、
軍
事
ア
ナ
リ
ス
ト
小
川

和
久
氏
が
持
論
で
あ
る
沖
縄
振
興
策
の
柱
と

し
て
の
嘉
手
納
基
地
ハ
プ
空
港
化
の
た
め
に

は
、
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
プ
に
那
覇
空
港
と
同

規
模
の
軍
民
共
用
空
港
を
建
設
し
、
キ
ャ
ン

プ
・
ハ
ン
セ
ン
の
中
に
も
普
天
間
飛
行
場
規
模

の
飛
行
場
を
作
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
海
兵

隊
に
つ
い
て
は
、
海
兵
遠
征
旅
団
の
物
資
補
給

の
た
め
に
沖
縄
に
事
前
集
積
船
の
機
能

(
I
P

s

)

を
保
障
す
れ
ば
、
沖
縄
の
地
上
部
豚
を
米

国
領
域
に
移
す
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る

と
し
た
。
最
後
、
五
番
目
の
前
田
哲
男
東
京
国
際
大
学

教
授
は
、
実
地
に
調
査
し
た
思
い
や
り
予
算
の

よ
っ
て
ほ
ぽ
決
定
さ
れ
て
き
た
。
沖
縄
の
経
済

状
態
も
か
っ
て
は
米
国
、
そ
し
て
現
在
で
は
日

本
政
府
の
経
済
援
助
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

ぃ
匡
国
国
際
政
治
学
で
「
現
実
主
義
理
論
」
を
確
立

し
た
ハ
ン
ス
・
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
に
よ
る
と
本

来五
9

経
済
援
助
は
「
わ
い
ろ
」
で
あ
る
。
経
済
的

に
弱
い
沖
縄
は
「
わ
い
ろ
」
に
よ
る
操
作
に
極

め
て
脆
弱
（
ぜ
い
じ
ゃ
く
）
で
あ
る
。
こ
う
し
た

事
実
が
沖
縄
の
「
ム
ー
ド
」
を
形
成
し
て
き
た

と
忍
わ
れ
る
正
某
基
地
反
対
ム
ー
ー
ド
は
日
米
安
保

条
約
が
沖
縄
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
は
っ

さ、
1
示
し
た
。
し
か
し
、
沖
縄
の
経
済
状
態
は

ぷ
化
し
た
正
一
基
地
問
題
は
簡
単
に
片
付
く
わ
け

に
な
い
か
ら
、
当
面
は
経
済
援
助
を
優
先
す
べ

さ
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る

e

]

だ
か
ら
と
い
っ

で
、
基
地
問
題
が
重
要
で
な
く
な
っ
た
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
い
ず
れ
そ
れ
は
最
大
の
政
治

問
題
と
し
て
再
び
浮
上
し
て
こ
ょ
う
。
戦
後
の

沖
縄
の
歴
史
は
、
こ
の
ム
ー
ド
の
繰
り
返
し
で

あ
っ
た
ぞ
れ
は
経
済
的
な
弱
点
を
持
つ
沖
縄

の
大
衆
の
懸
命
さ
を
表
わ
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
（
省
略
）
ま
ず
、
念
頭
に
お
く
べ
き

こ
と
は
、
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
、
シ
ュ
ワ
ブ
基

地
内
で
あ
れ
、
海
上
で
あ
れ
、
新
た
な
基
地
を

建
設
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
新
た
な
基
地
の
建
設
は
、
沖
縄
で
は
現
実
的

実
態
を
明
か
に
し
な
が
ら
、

H
本
の
「
思
い
や

り
予
算
」
が
支
え
る
沖
縄
の
米
軍
基
地
の
実
態

は
、
か
っ
て
の
南
ア
フ
リ
カ
で
白
人
政
権
が

行
っ
た
ア
ハ
ル
ト
ヘ
イ
ト
に
も
似
た
隔
離
と

差
別
の
制
度
化
、
そ
れ
以
外
の
理
解
を
許
さ
な

い
厳
し
さ
だ
っ
た
、
と
厳
し
く
批
判
し
て
い

る
。
「
県
内
移
設
を
県
側
か
ら
提
案
す
る
の
は

賢
明
な
策
で
は
な
い
」
と
述
べ
、
山
口
県
岩
国

で
普
天
間
基
地
よ
り
は
る
か
に
広
い
、
滑
走
路

を
二
つ
持
つ
飛
行
場
へ
の
拡
張
工
事
が
す
で

に
進
行
中
で
、
六
年
後
に
は
完
成
す
る
の
で
、

海
兵
隊
の
有
事
即
応
部
隊
二
千
人
を
含
め
、
海

兵
航
空
部
隊
を
（
岩
国
に
）
一
元
化
す
る
こ
と

は
、
軍
事
的
合
理
性
か
ら
非
現
実
的
な
話
し
で

は
な
い
と
、
述
べ
て
い
る
゜
具
体
的
な
「
思
い

や
り
予
算
」
の
例
と
し
て
、
在
沖
米
軍
の
電
気

代
が
年
間
約
百
十
億
円
、
水
道
代
金
を
含
め
た

光
熱
費
だ
け
で
百
四
十
四
憶
円
に
も
の
ぽ
り
、

寒
い
ほ
ど
の
冷
房
、
広
々
と
し
た
住
宅
、
至
れ

り
尽
く
せ
り
の
米
軍
へ
の
厚
生
施
設
な
ど
金

網
の
内
側
の
異
様
な
別
世
界
の
中
で
、
日
本
人

基
地
労
働
者
の
福
利
厚
生
の
た
め
に
は
何
も

つ
か
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
識
者
、
専
門
家
の
提
言
に

稲
嶺
県
知
事
が
提
唱
す
る
県
内
へ
の
軍
民
共

用
空
港
の
建
設
を
支
持
す
る
も
の
は
軍
事
ア

沖縄から
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海
上
ヘ
リ
基
地
に
つ
い
て
の
名
護
市
民
投

票
か
ら
一
年
経
っ
た
へ
替
賛
成
・
反
対
に
別
れ
て

激
し
い
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
が
、
県
知
事

選
挙
で
は
両
陣
営
と
も
海
上
ヘ
リ
基
地
建
設

に
反
対
し
た
の
で
、
海
上
ヘ
リ
基
地
建
設
は
消

え
た
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
日
本
政
府
や

米
軍
が
、
海
上
ヘ
リ
基
地
建
設
を
最
善
策
だ
す

る
見
解
を
変
え
た
わ
け
で
は
な
い
C

名
霞
市
民
投
票
か
ら
一
年

退
任
し
た
大
田
昌
秀
前
知
事
を
惜
し
む
市

民
グ
ル
ー
プ
が
、
十
二
月
十
八
日
に
「
あ
り
が

と
う
大
田
さ
ん
県
民
と
輝
い
た
八
年
間
・
そ
し

て
未
来
へ
」
と
い
う
大
田
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
大

集
会
を
開
催
し
た
。
集
会
は
市
民
グ
ル
ー
プ
が

主
催
し
て
行
わ
れ
、
宜
野
湾
市
に
あ
る
沖
縄
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
四
千

人
以
上
が
集
ま
っ
た
。

参
加
者
の
間
で
は
、
選
挙
前
に
こ
れ
だ
け
の

県
民
が
集
ま
っ
て
い
れ
ば
、
選
挙
は
負
け
な

か
っ
た
の
に
と
い
う
声
が
囁
か
れ
た
。
集
会

士
約
二
千
人
が
派
遣
さ
れ
、
嘉
手
納
基
地
の

F

一
五
戦
闘
機
＇
下
機
と
兵
士
百
名
が
イ
ラ
ク
の

上
空
監
視
に
参
加
し
て
い
た
C

米
軍
の
イ
ラ
ク

攻
撃
に
対
し
て
、
基
地
所
在
市
町
村
長
は
演
習

の
激
化
を
懸
念
し
、
攻
撃
が
拡
大
し
な
い
よ
う

望
む
等
と
コ
メ
ン
ト
し
た
゜
一
方
、
稲
嶺
県
知

事
は
「
現
時
点
で
在
日
米
軍
の
関
係
に
つ
い
て

は
承
知
し
て
い
な
い
」
と
し
な
が
ら
県
と
し
て

早
期
に
解
決
さ
れ
平
和
が
訪
れ
る
こ
と
を
願

う
と
コ
メ
ン
ト
し
た
）

日
米
特
別
行
動
委
員
会

(
S
A
C
o
)
の
最

終
報
告
に
盛
り
込
ま
れ
た
安
波
訓
練
場
（
四
百

八
十
ヘ
ク
タ
ー
ー
ル
）
が
十
二
月
二
十
二
日
に
正

式
に
返
還
さ
れ
た
。
<
S
A
C
0事
案
の
第
一
号

の
返
還
と
な
っ
た
。

大
田
さ
ん
を
囲
む
集
会

ナ
リ
ス
ト
小
川
和
久
氏
以
外
に
な
い
。
選
挙
中

の
世
論
調
査
で
も
県
内
移
設
を
容
認
す
る
の

は
極
め
て
少
数
で
、
多
く
が
県
外
移
設
を
求
め

て
い
た
よ
う
に
、
五
つ
の
提
言
者
の
う
ち
三
名

が
県
外
移
設
の
方
が
現
実
的
だ
と
指
摘
し
て

い
る
。
小
川
和
久
氏
も
条
件
整
備
を
前
提
に
し

な
が
ら
、
海
兵
隊
の
米
国
の
領
域
に
移
す
こ
と

は
可
能
と
し
て
い
る
。
稲
嶺
県
政
が
公
約
し
て

い
る
軍
民
共
用
空
港
の
建
設
は
、
い
ず
れ
海
上

ヘ
リ
基
地
建
設
に
す
り
替
え
ら
れ
る
可
能
性

が
高
い
。

は
、
若
い
女
性
二
人
が
演
じ
る
ピ
ッ
プ
ホ
ッ

ダ
ン
ス
で
始
ま
り
、
そ
の
後
ぷ
初
十
分
問
ス
ラ

イ
ド
映
写
と
ナ
レ
i
シ
ョ
ン
で
人
田
県
政
八

年
間
の
歩
み
が
紹
介
さ
れ
た
（
）

そ
し
て
、
大
田
昌
秀
前
知
事
が
登
場
し
た
。

司
会
・
進
行
を
務
め
た
崎
山
律
子
さ
ん
の
絶
妙

な
ト
ー
ク
で
、
大
田
さ
ん
の
話
し
の
展
開
は
参

加
者
を
引
き
込
み
、
緊
張
感
溢
れ
る
も
の
と

な
っ
た
。
大
田
さ
ん
は
、
崎
山
律
子
さ
ん
の
「
今

だ
か
ら
話
せ
る
一
も
の
を
と
の
り
ク
エ
ス
ト

に
、
知
事
在
任
中
の
出
来
事
に
つ
い
て
若
―
す
の

裏
話
を
披
露
し
た
）

全
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
選
挙
中
に
各
地
で

話
し
た
内
容
で
あ
っ
た
が
、
一
心
に
聞
く
四
手

人
を
超
え
る
聴
衆
は
舞
台
上
の
大
田
さ
ん
と

一
体
感
を
共
有
し
て
い
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、

大
田
さ
ん
を
囲
ん
で
舞
台
に
上
が
っ
た
関
係

者
や
支
持
者
と
観
客
全
体
が
、
喜
納
昌
吉
さ
ん

の
歌
と
演
奏
に
合
わ
せ
て
「
花
」
を
歌
っ
て
強

い
一
体
扇
共
有
し
て
終
わ
っ
た
。

市
民
グ
ル
ー
プ
に
五
千
名
の
大
集
会
と
言

わ
れ
て
呼
び
か
け
ら
れ
た
時
、
と
て
も
無
理
だ

か
ら
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し
た
ら
ど
う
か

と
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
の
だ
が
、
私
の
懸
念
は

見
事
に
外
れ
て
集
会
は
大
成
功
だ
っ
た
井
サ
女
性

達
、
「
非
組
織
」
市
民
グ
ル
ー
プ
の
底
力
は
、
お

賛
成
派
だ
っ
た
辺
野
古
活
性
化
促
進
協
議

会
の
島
袋
会
長
は
、
「
最
終
的
に
は
、
キ
ャ
ン

プ
・
シ
ュ
ワ
プ
沖
の
埋
め
立
て
案
に
な
る
よ
う

努
力
し
た
い
」
と
述
べ
て
ヘ
リ
基
地
建
設
に
強

い
期
待
感
を
の
ぞ
か
せ
た
。
一
方
、
辺
野
古
の

ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
阻
止
協
議
会
は
、
軍
民
共
用

空
港
建
設
を
警
戒
し
な
が
ら
反
対
運
動
を
継

続
し
て
い
る
。

ヘ
リ
基
地
反
対
協
議
会
は
、
名
護
市
民
投
票

か
ら
一
周
年
を
迎
え
た
十
二
月
二
十
一
日
に

臨
時
総
会
を
開
催
し
て
北
部
軍
民
共
用
空
港

の
建
設
に
は
陸
上
だ
ろ
う
と
海
上
だ
ろ
う
と

反
対
し
て
い
く
た
め
の
ヘ
リ
基
地
建
設
を
阻

止
す
る
行
動
計
画
を
採
択
し
た
。
宮
城
康
博
代

表
が
市
議
会
活
動
に
専
念
す
る
た
め
に
、
一
坪

反
戦
地
主
会
の
安
次
富
浩
氏
を
含
め
構
成
組

織
か
ら
三
名
の
共
同
代
表
を
新
た
に
選
出
し

た。）
同
日
、
「
新
た
な
基
地
は
い
ら
な
い
、
や
ん
ば

る
女
性
ネ
ッ
ト
」
（
宮
城
幸
代
表
）
も
発
足
し

た
占
凹
ネ
ッ
ト
は
、
北
部
地
域
で
の
新
た
な
基

地
建
設
を
阻
止
す
る
目
的
で
北
部
地
域
の
市

民
グ
ル
ー
プ
や
労
組
な
ど
十
四
の
団
体
と
個

人
で
構
成
さ
れ
る
。

稲
嶺
知
事
の
い
う
軍
民
共
用
空
港
の
建
設

は
、
極
め
て
困
難
だ
と
思
う
の
で
、
い
ず
れ
海

県
内
移
殴
反
対
の
動
き

上
ヘ
リ
基
地
が
復
活
す
る
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
。

え
る
べ
し
だ
っ
た
。
主
催
者
い
わ
く
、
県
民
・
民

衆
の
求
め
る
も
の
を
や
っ
た
か
ら
集
ま
っ
た

の
だ
、
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
足
で
稼
い
で
お

頑
い
し
、
電
話
を
掛
け
ま
く
つ
て
点
検
し
、
最

後
の
最
後
ま
で
希
望
を
捨
て
ず
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
が
、
集
会
の
大
成
功
に
つ
な
が
っ
た
。

県
知
事
選
挙
に
こ
の
よ
う
な
市
民
グ
ル
ー
プ

の
力
か
活
か
せ
た
ら
負
け
な
か
っ
た
と
つ
く

づ
く
思
う
C

報
告
書
や
ビ
デ
オ
な
ど
が
作
ら
れ

る
予
｛
疋
問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ベ
ーl
ス
結
（
ゆ

い
）
t

e
l
&
f
a
x
0
9
8
-
8
6
4
-

1
5
3
9
(
U
 

そ
の
後
、
大
田
さ
ん
は
、
年
が
明
け
た
一
月

t
'
五
日
に
個
人
事
務
所
を
開
設
し
た
゜
大
田
平

和
総
合
研
究
所
と
し
て
活
動
し
て
い
く
予
定

f

i

こ

）

十
ー

米
軍
基
地
の
動
き

米
軍
と
英
国
軍
が
、
十
二
月
十
七
日
未
明
に

イ
ラ
ク
ヘ
の
本
格
的
な
攻
撃
を
開
始
し
た
が
、

沖
縄
の
米
軍
基
地
か
ら
は
、
米
海
軍
第
七
艦
隊

所
属
の
強
襲
揚
陸
艦
「
ベ
ロ
ー
ウ
ッ
ド
」
や
揚

陸
輸
送
艦
「
ダ
ビ
ュ
ー
ク
」
、
ド
ッ
ク
型
揚
陸
艦

「
ジ
ャ
ー
マ
ン
タ
ウ
ン
」
と
共
に
十
一
月
末
か

ら
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
第
三
一
海
兵
遠
征
部
隊
兵

焦
点
に
な
っ
て
い
る
北
部
軍
民
共
用
空
港

に
つ
い
て
は
、
防
衛
施
設
庁
は
知
事
選
前
に

は
、
東
村
高
江
の
高
台
や
名
護
市
の
キ
ャ
ン

プ
・
シ
ュ
ワ
プ
の
予
備
調
査
を
実
施
し
て
い
た

が
、
突
然
、
移
設
先
と
し
て
報
道
さ
れ
た
地
元

で
の
反
対
の
声
の
高
ま
り
と
反
対
の
た
め
の

組
織
を
結
成
す
る
動
き
な
ど
が
あ
り
、
移
設
先

に
つ
い
て
日
本
政
府
も
、
当
面
、
稲
嶺
県
政
の

対
応
を
見
守
る
考
え
の
よ
う
だ
C

も
う
―
つ
の
県
内
移
設
で
あ
る
那
覇
軍
港

の
浦
添
地
先
へ
の
移
設
に
つ
い
て
は
、
稲
嶺
県

政
も
日
本
政
府
も
積
極
的
に
対
応
し
て
お
り
、

浦
添
市
で
は
軍
港
移
設
に
反
対
す
る
市
民
や

市
内
の
団
体
が
「
那
覇
軍
港
の
浦
添
移
設
に
反

対
す
る
市
民
の
会
」
を
十
二
月
二
十
二
日
に
結

成
し
た
社
民
党
、
社
大
党
、
共
産
党
の
浦
添
支

部
や
浦
添
地
区
労
な
ど
の
六
労
組
計
九
団
体

な
ど
で
構
成
さ
れ
、
約
五
百
人
の
市
民
が
参
加

し
て
結
成
大
会
か
開
か
れ
た
。
共
同
代
表
の
一

人
に
当
山
全
弘
県
議
（
社
大
党
）
を
選
出
し
た
。

残
る
一
人
は
、
市
民
団
体
の
市
民
大
学
人
の
会

沖縄から
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40 

疑わしい存在理由
日本への寄港はもう止め

るべきだ

篠崎正人
市民不ットワークさせぼ

• 
の原潜

●

米

軍

の

攻

撃

型

原

子

力

潜

水

艦

の

日

本

へ

の

寄

港

は

昨

年

一

年

間

で

五

十

五

回

五

過

去

最

高

だ

っ

た

過

去

二

番

目

だ

っ

た

九

四

年

と

な

ら

ん

だ

3
寄

港

地

別

に

み

る

と

、

横

須

賀

が

一

―

―

十

四

回

（

前

年

比

二

回

増

）

、

佐

世

保

が

十

三

回

（

同

十

回

減

）

、

沖

縄

・

ホ

ワ

イ

ト

ビ

ー

チ

が

八

回

（

同

一

回

減

）

で

あ

る

C
横

須

賀

は

過

去

最

高

だ

っ

た

九

一

年

に

次

ぐ

回

数

だ

。

●

日

本

周

辺

な

ど

西

太

平

洋

に

展

開

し

、

冷

戦

期

に

は

も

っ

と

も

機

密

の

高

い

「

兵

器

」

と

称

さ

れ

、

海

底

深

く

か

ら

沈

黙

で

も

っ

て

存

在

を

誇

不

し

て

き

た

攻

撃

型

原

潜

に

と

っ

て

、

九

八

年

は

そ

の

存

在

意

味

が

疑

わ

れ

る

年

で

あ

っ

30 

20 

10 

0 0 
72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89蛉 91”939495%97煎

年

犀
子
力
揺

8

入
聾
臀
浣
箕

(106) 
1998.12.21~1998.12.31 

s＝原子力潜水艦（原潜）スタージョン緩
L＝原子力潜水艦（原潜） 0サンゼJレス級

BF＝原子力潜水艦（原潜）ペンジャミン・フランクリン級

蠅量置

◇ 12/24 1001 原潜iレイビル（L)出港。

横須賀累計（うち原潜）

佐置曇なし

34(34) 

佐世保累酎（うち原潜） ：13(13; 

”"r-f （沖●●欝書町l なし
和イトと・-t累計（うち原潜） ：8(8) 

●1998.1.1から12.31までの各地の原子力艦
入港数： （ ）内は原潜

噴須賀 34 (34) 

佐世保 13 (13) 

朽イトピ-t 8 (8) 

合計 55 (55) 

1999.1.1~2.3 

s＝原子力潜水農（原潜）スタージョン級
L＝原子力潜水艦（原潜）口井ンゼ）レス級

BF＝原子力潜水艦（原潜）ペンジャミン・フランクリン級

蠅量量

● 1113 

◇ 1122 

佐置僑

●1/20 

◇ 1/25 

(107) 

09:54 原潜ホノル）レ（L)入港。

10:00 哀潜ホノル）レ（ L)出港。

横須賀累手（うち原潜）

09:50 原潜パサデナ（L)入港。

09:49 原潜バサデナ（L)出港。

佐世保累計（うち原潜） ：1(1: 

事？イトt•-f （汗欝：・覆町｝ なし

朽イトビーチ累言＋ 1うち原潜）

1(1) 

0(0) 

●1999.1.1から2.3までの各地の原子力艦
入港数： （ ）内は原潜

横須賀 1 (1) 

佐世保 1 (1) 

和イトビ-f O (0) 

合言-;, 2 (2) 

た

よ

う

だ

C
j

●

米

海

軍

の

新

戦

略

1
r
ム

・

ア

ッ

プ

・

レ

ビ

ュ

ー

」

に

基

づ

い

て

こ

の

数

年

進

め

ら

れ

て

き

た

艦

船

の

削

減

は

攻

撃

型

原

潜

も

例

外

と

は

さ

れ

ず

老

朽

艦

の

退

役

が

進

め

ら

れ

た

よ

ま

た

外

洋

で

の

パ

ト

ロ

ー

ル

が

減

少

し

た

結

果

、

稼

働

率

は

三

0％
を

割

ろ

状

態

と

な

っ

て

い

る

。

●

九

七

年

末

、

横

須

賀

と

佐

世

保

の

二

つ

の

米

海

軍

基

地

に

三

隻

の

攻

撃

閃

原

潜

が

艦

体

を

浮

か

べ

て

い

な

い

ず

れ

も

ク

リ

ス

マ

ス

休

暇

を

過

ご

す

た

め

の

も

C
と

思

わ

れ

た

が

、

そ

の

う

ち

の

一

隻

は

新

年

を

逃

え

て

よ

う

や

く

出

港

し

て

い

っ

た

姿

定

叩

す

こ

と

が

も

っ

と

も

効

果

的

な

任

務

の

達

成

で

あ

る

は

ず

の

原

潜

が

、

ハ

ー

ル

ハ

ー

i

バ

9
,
'
言

ハ

ワ

イ

州

）

や

サ

ン

デ

ィ

エ

ゴ

（

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

州

）

以

外

で

三

隻

同

時

に

長

期

間

停

泊

す

る

と

い

う

こ

と

は

、

西

太

平

洋

で

の

展

開

が

い

か

に

低

い

レ

ベ

ル

で

行

わ

れ

て

い

る

か

、

と

い

う

こ

と

の

証

明

で

あ

る

。

（

編

集

部

ー

ち

な

み

に

、

新

年

早

々

に

横

須

賀

を

出

港

し

た

原

潜

シ

ャ

ル

ロ

ッ

ト

は

、

イ

ラ

ク

の

大

量

破

壊

兵

器

査

察

問

題

で

の

軍

事

威

嚇

行

動

に

参

加

し

た

が

、

こ

の

時

の

海

軍

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

、

シ

ャ

ル

ロ

ッ

ト

の

母

港

は

「

横

須

賀

」

と

書

か

れ

て

い

た

。

海

軍

に

問

い

合

9 日本に寄港した原潜の主な行動（碑年）

I. l月 横須賀に寄港したシャルロットが、対イラク
I軍事威嚇行動に参加。米軍ホームページには「横須賀

1母港」と記載問い合わせに「単純ミス」と答える。

• 5月 東南アジア諸国との二国間軍事演習「カラッ
ト98」に、5月から 6月に横須賀、ホワイトビーチ、

1佐世保に寄港した原潜ピューストンが参加。同演習

に参加したジェファーソンシティも 7月に横須賀と

ホワイトビーチに寄港。

• l 2月 イラクに対する「砂漠のキツネ」作戦に参
加したコロンプスが、 攻撃直前の十一月二十日から

同二十八日まで横須賀に寄港。

わ

せ

た

と

こ

ろ

、

こ

れ

は

「

単

純

ミ

ス

」

で

あ

っ

た

と

取

り

消

さ

れ

る

と

い

う

一

幕

も

あ

っ

た

）

2

●

し

か

し

、

緊

張

の

低

下

は

事

故

や

故

障

を

多

発

さ

せ

る

原

因

と

も

な

る

。

九

六

年

以

降

横

須

賀

や

佐

世

保

で

原

潜

が

修

理

を

受

け

る

ケ

ー

ス

が

増

え

て

い

る

。

幸

い

原

子

炉

に

関

係

す

る

事

故

あ

る

い

は

故

障

は

発

生

し

て

い

な

い

よ

う

で

あ

る

が

、

も

は

や

任

務

を

失

っ

た

原

潜

は

日

本

へ

の

寄

港

を

中

止

す

べ

き

時

で

あ

る

。

●

編集部まとめ

21 1988年6月18日第三種郵便物認可（通養147号） No.69 1999.1.20 月刊キャッチピース 月刊キャッチピース No.69 1999.1.20 1988年6月18日纂三糧蜀便物認可（遍馨147号） 20 
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会計報告
(98.12.16~99.1.21) 

［収入］

0前月からの繰越し

0今月の収入

会費収入

（内訳） 維持団体

維持個人

参加団体

参加個人

通信会員

カンパ収入

預金利子

資料収入

運動収入

［支出］

●今月の支出

事務所代 (1,2月分）

水道光熟費

電話FAX費

郵送費

文具・傭品

印刷・コピー代

振り込み手数料

分担・参加費（ビーステ・ポ）

雑費

●次月への繰越し

237,860 

゜48,000 
24,000 

18,000 

147,860 

31,000 

゜゚
゜

代

表

田

村

順

玄

岩
国
市
今
津
町
一
'
-
四
ー
五
一

〇
岩
国
ニ
ニ
ー
一
六
―
―

80,000 

4,019 

2,751 

45,094 

゜55,440 
4,132 

゜゚

495.286 

268.860 

191,436 

572,710 

••• 

一

九

九

九

年

一

月

十

四

日

自
由
民
主
党
総
裁
小
渕
恵
三
様

自
由
党
党
首
小
沢
一
郎
様

≫
国
民
不
在
の
ま
ま
平
和
主
義
放
棄
を
放
棄
ー

≪
自
民

i
 

・
1
.. 
9

9

1

・

1

.

、

'

9

1

9

,

.

,

自

民

、

自

由

両

党

は

本

日

、

連

立

政

権

を

発

期

す

る

能

に

し

、

米

軍

の

戦

争

に

国

を

挙

げ

て

全

面

協

足

さ

せ

ま

し

た

が

、

そ

の

政

策

協

議

で

、

安

保

・

刀

す

る

た

め

の

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

関

連

法

を

早

外

交

問

題

に

関

し

て

重

大

な

踏

み

だ

し

を

す

合

意

期

に

作

る

と

い

う

の

で

す

か

ら

、

戦

後

半

世

紀

る

合

意

を

、

国

民

へ

の

相

談

も

な

く

、

ま

さ

に

軍

や

、

国

以

上

に

わ

た

っ

て

続

け

て

き

た

平

和

主

義

を

ク

ー

デ

タ

ー

的

な

形

で

行

っ

た

こ

と

に

強

く

組

織

す

放

棄

す

る

に

等

し

い

合

意

で

す

。

私

た

ち

国

民

抗

議

し

、

そ

の

撤

回

を

も

と

め

る

も

の

で

す

。

想

定

し

、

は

、

そ

の

よ

う

な

政

権

を

つ

く

つ

て

く

れ

な

ど

そ

れ

に

よ

る

と

、

ま

ず

国

連

決

議

に

基

づ

く

ぅ

、

i

s

と

言

い

渡

し

た

覚

え

は

全

く

あ

り

ま

せ

ん

。

多

国

籍

軍

な

ど

へ

の

協

力

に

つ

い

て

、

武

力

行

こ

れ

ら

の

内

容

を

、

一

（

）

年

前

と

比

べ

る

使

を

伴

わ

な

い

範

囲

で

後

方

支

援

活

動

に

自

と

、

少

な

く

と

も

、

一

九

九

0年九
月

に

、

当

衛

隊

な

ど

が

積

極

的

、

か

つ

全

面

的

に

協

力

す

時

、

自

民

党

幹

事

長

で

あ

っ

た

小

沢

一

郎

氏

る

こ

と

が

で

き

る

と

し

、

そ

の

た

め

の

法

整

備

が

、

一

気

に

出

し

て

き

た

「

国

連

平

和

協

力

法

」

を

行

う

こ

と

で

合

意

し

ま

し

た

。

ま

た

一

九

九

の

再

来

と

し

か

言

え

ま

せ

ん

。

湾

岸

で

戦

争

状

二

年

以

来

凍

結

さ

れ

て

い

た

p

k
Fへ
の

参

態

に

な

っ

た

と

き

、

自

衛

隊

が

多

国

籍

軍

の

後

加

を

可

能

と

し

、

新

た

な

日

米

防

衛

協

力

指

針

方

支

援

を

で

き

る

と

い

う

も

の

で

、

ま

さ

に

今

（

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

）

関

連

法

案

の

早

期

成

立

を

回

合

意

さ

れ

た

内

容

そ

の

も

の

で

す

。

あ

の

時

は

、

多

く

の

市

民

の

反

対

の

声

で

、

国

連

平

和

協

力

法

は

廃

案

と

な

り

、

そ

の

一

部

と

し

て

の

p

k
o法が一年
後

に

成

立

し

た

わ

け

で

す

。

こ

の

間

の

流

れ

で

一

貫

し

て

い

る

の

は

、

米

ソ

冷

戦

が

終

わ

り

、

世

界

的

に

は

軍

事

力

に

よ

っ

て

も

の

ご

と

を

解

決

し

よ

う

と

す

る

の

で

な

い

方

向

が

生

ま

れ

て

き

て

い

る

中

で

、

逆

に

日

本

は

、

ア

メ

リ

カ

の

腰

巾

着

と

し

て

、

自

衛

隊

を

は

じ

め

、

国

を

挙

げ

て

、

ア

メ

リ

カ

の

戦

争

を

担

え

る

国

に

な

る

姿

勢

で

す

。

自

衛

隊

の

海

外

派

兵

を

着

実

に

、

よ

り

確

固

と

し

た

も

の

へ

と

押

し

上

げ

て

き

て

い

る

こ

と

が

よ

く

ピ
ー
ス
リ
ン
ク
広
島
・
呉
・
岩
国

と

い

う

も

の

で

す

C

．
 

に

よ

る

と

、

国

連

憲

章

に

基

づ

く

国

連

蓮

安

保

理

決

議

を

受

け

て

加

盟

国

が

る

多

国

籍

軍

な

ど

へ

の

後

方

支

援

を

疇

武

力

行

使

と

の

一

体

化

を

避

け

る

た

ど

一

消

闘

地

域

と

一

線

を

画

し

た

地

域

」

で

行

う

医

療

、

輸

送

、

通

信

活

動

な

ど

を

可

能

と

す

る

こ

と

を

想

定

し

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

自

由

党

が

主

張

す

る

よ

う

に

、

戦

争

状

態

に

お

い

て

前

線

も

後

方

も

区

別

が

つ

か

な

い

も

の

で

あ

り

、

合

意

ど

う

り

に

な

れ

ば

、

事

実

上

、

日

本

が

多

国

籍

軍

の

一

員

と

し

て

戦

争

に

参

加

す

る

こ

と

は

紛

れ

も

な

い

事

実

で

す

。

そ

の

上

、

国

連

平

和

維

持

軍

p

k
F本体へ
の

参

加

を

可

わ

か

り

ま

す

。

そ

も

そ

も

自

民

党

と

自

由

党

は

根

は

同

じ

で

あ

り

、

一

旦

別

れ

て

、

情

勢

を

見

計

ら

っ

た

上

で

、

再

び

合

体

す

る

と

い

う

、

ま

さ

に

茶

番

劇

と

し

か

言

い

様

の

な

い

も

の

で

す

。

．
 

ヨ

ー

ロ

ッ

ハ

で

は

、

社

会

的

公

正

と

人

権

を

キ

ー

ワ

ー

ド

と

し

た

新

た

な

政

権

が

続

々

と

登

場

し

、

ア

メ

リ

カ

一

辺

倒

の

世

界

の

構

図

を

変

え

て

い

く

ニ

―

世

紀

へ

向

け

て

の

胎

動

が

始

ま

っ

て

い

ま

す

。

こ

れ

と

比

べ

、

日

本

で

は

、

全

く

情

勢

を

見

誤

っ

て

、

競

争

と

管

理

を

強．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

岩

め

、

力

づ

く

で

も

の

ご

と

を

解

決

し

よ

う

と

す

る

姿

勢

を

強

く

打

ち

出

し

た

政

権

が

生

ま

れ

た

こ

と

に

、

強

い

危

惧

を

覚

え

ま

す

。

ま

さ

に

戦

後

最

悪

の

政

権

が

登

場

し

た

と

い

え

ま

す

。

私

た

ち

は

、

世

界

の

平

和

を

希

求

し

暴

力

を

否

定

す

る

日

本

の

市

民

と

し

て

、

自

民

党

・

自

由

党

が

野

合

し

た

連

立

政

権

、

と

り

わ

け

憲

法

9条
を

放

棄

す

る

に

等

し

い

「

安

全

保

障

」

に

関

わ

る

合

意

を

含

ん

だ

政

策

協

議

を

撤

回

し

、

政

府

と

し

て

国

民

一

人

一

人

が

安

心

し

て

生

き

て

い

け

る

社

会

づ

く

り

を

目

指

し

た

政

策

を

早

急

に

実

行

さ

れ

る

よ

う

強

く

要

求

し

ま

す

。

◆

◆

入

れ

る

な

核

艦

船

！

飛

ば

す

な

核

攻

撃

機

＇

・

ビ

ー

ス

リ

ン

ク

広

島

・

呉

・

岩

国

（

三

〇

団

体

）

（
連
絡
先
）

ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
！
呉
市
民
の
会

世
話
人
湯
浅
一
郎

呉
市
幸
町
三
ー
一
呉
Y
W
C
A気
付

~
o
八
二
三
ー
ニ
―
ー
ニ
四
一
四

世
話
人
三
木
の
り
こ

広
島
市
中
区
大
手
町

4
-
3
-
l
o

広
島

Y
W
C
A気
付

国
市
職
労
平
和
研
究
所

． 
自
由
連
立
政
権
発
足
に
強
く
抗
議
す
る
＇
・
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か
ら
選
出
す
る
予
定
）

．
 

以
上
、
稲
嶺
新
県
政
で
の
沖
縄
の
現
状
を
断

片
的
に
報
告
し
た
が
、
知
事
選
敗
北
の
痛
手
は

大
き
く
、
反
基
地
平
和
運
動
も
闘
う
体
制
の
構

築
や
野
党
に
な
っ
た
革
新
政
党
の
動
き
も
十

分
で
は
な
い
年
年
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
周
辺
事
態

法
案
を
巡
る
全
国
的
な
運
動
と
連
動
し
な
が

ら
徐
々
に
沖
縄
の
平
和
勢
力
も
体
制
を
立
て

直
し
て
い
く
だ
ろ
う
〈
全
国
各
地
の
皆
さ
ん
と

の
連
帯
を
強
め
な
が
ら
、
し
つ
か
り
と
地
域
に

根
差
し
た
反
基
地
平
和
運
動
を
継
続
し
て
い

き

た

い

へ

）

◆

◆

．．．．．．．．．．．．．．．． 

編
集
室
か
ら

●
九
八
年
の
年
の
瀬
を
イ
ン
ド
で
過
ご
し
た
：
パ
ン
セ

ン
病
患
者
や
山
岳
民
族
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
現
地

N
G
oを
訪
ね
て
の
旅
で
山
岳
民
族
の
住
む
村
に
も
泊

ま
っ
た
。
カ
ン
ナ
や
ダ
リ
ア
の
花
を
見
て
、
菜
の
花
を
摘

ん
で
、

T
シ
ャ
ツ
で
歩
き
、
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
震
え

な
が
ら
眠
れ
な
い
夜
を
明
か
し
た
っ
夫
が
蛇
に
噛
ま
れ

て
死
ん
だ
と
い
う
若
い
母
親
が
赤
子
を
抱
き
、
妻
が
下

痢
で
死
ん
だ
と
い
う
若
い
父
親
が
赤
子
を
抱
い
て
い

た
c

満
天
の
星
の
下
、
身
を
削
り
な
が
ら
暮
ら
す
村
民
の

隣
り
に
立
ち
「
生
き
て
い
る
」
こ
と
の
不
思
議
を
思
っ

た

。

（

や

）

●
東
京
の
集
会
に
出
た
編
集
長
が
、
読
者
の

K
さ
ん
に

こ
う
言
わ
れ
た
の
が
ら
し
い
。
「
編
集
後
記
に
バ
ッ
ハ
や

プ
ル
ッ
ク
ナ
ーI
が
登
場
す
る
キ
ャ
ソ
チ
ピ
ー
ス
編
集
部

と
は
ど
の
よ
ー
な
人
々
な
の
か
」
。
別
に
こ
の
よ
！
な

人
々
で
し
か
な
い
の
だ
が
、
プ
ル
ソ
ク
ナ
ー
ー
に
限
ら
ず

ブ
ラ
ー
ム
ス
・
シ
ュ
ー
マ
ン
・
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
・
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
ー
ン
・
ハ
イ
ド
ン
・
シ
ョ
ス
タ
コ
ビ
ッ
チ
・

シ
ュ
ー
マ
ン
を
ニ
ク
マ
ン
・
ブ
タ
マ
ン
・
タ
イ
ガ
ー

ジ
ェ
ッ
ト
シ
ン
な
と
が
守
備
範
囲
な
の
だ
と
こ
ろ
で
、

=-0批
紀
最
大
の
ク
ラ
シ
ソ
ク
派
奏
家
は
指
揺
者
の
ム

ラ
ビ
ン
ス
キ
ー
で
あ
る
と
思
う
の
だ
が
、

K
さ
ん
よ
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
ア
メ
リ
カ
が
イ
ラ
ク
を
空
爆
し
た

日
に
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
て
い
い
の
だ
ろ
う
か

と
思
う
が
、
い
い
の
だ
r
}

、
も
う
、
何
も
言
う
気
は
し
な
い

の

だ

つ

（

ま

）

●
と
い
う
よ
う
な
（
ま
）
さ
ん
の
紺
集
後
記
を
ゴ
ミ
タ
メ

同
然
の
メ
モ
の
山
の
中
か
ら
発
掘
し
た
の
は
、
年
も
あ

け
、
六
七
・
八
号
呵
時
発
送
と
い
う
反
則
技
を
繰
り
出
し

た
そ
の
夜
で
あ
っ
た
う
ー
む
と
う
な
り
、
そ
う
だ
今
年

は
や
る
ぞ
、
見
て
お
れ
と
鼻
息
も
荒
く
ケ
ツ
イ
し
た
の

も
何
処
吹
く
風
、
一
月
号
か
ら
発
行
の
大
幅
後
れ
と
い

う
体
た
ら
く
。
早
々
と
原
稿
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆

様
に
頻
の
向
け
よ
う
が
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
中

で
も
何
と
か
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
と
、
白

い

月

に

誓

う

の

で

あ

っ

た

。

（

た

）

●
沢
山
の
皆
様
か
ら
会
費
、
カ
ン
ハ
を

送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
こ
ち
ら
の
手
違
い

か
ら
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
方
に
は
心

か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
r

こ
れ
か

ら
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま

す

つ

（

や

）

会計から

□ --- ----- --- ------- ------
， 
i 131自治体から生々
しい証言

米軍機低空飛行

全国自治体アン
，‘：●アンケート解説

ぷi gり品芦回悶
・参考資料

...-

カンパ●1部 1500円（会員もしくは会員団
のご注文の場合は1200円。いずれも送料別）。

卜

体を通
ご注文
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